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一
〇
九

佛
教
文
化
学
会
紀
要
　
第
二
十
九
号
　
令
和
二
年
十
月

宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
と
大
正
大
学
に
つ
い
て
学
問
史
補
遺大

澤

広

嗣

は
じ
め
に

（
１
）
本
論
の
目
的
と
背
景

　
本
論
の
目
的
は
、
宗
教
民
族
学
者
の
金キ

ム
孝ヒ

ョ

敬ギ
ョ
ン（

ₖ
䣾
ἓ
、
一
九
〇
四
〜
？
）
に
よ
る
研
究
活
動
に
つ
い
て
、
学
問
史
の
補
遺
を
行
う

も
の
で
あ
る
。
金
は
、
植
民
地
の
朝
鮮
か
ら
東
京
の
大
正
大
学
に
留
学
し
て
宗
教
学
を
学
び
、
昭
和
前
期
の
学
界
で
、
活
発
に
業
績
を
発

表
し
た
人
物
で
あ
る
。
そ
の
研
究
領
域
は
、
朝
鮮
、
日
本
、
中
国
を
対
象
と
し
た
。

　
近
年
、
金
孝
敬
に
つ
い
て
は
、
大
韓
民
国
に
あ
る
ソ
ウ
ル
大
学
校
社
会
科
学
大
学
人
類
学
科
の
名
誉
教
授
で
あ
る
全

チ
ョ
ン

京ギ
ョ
ン

秀ス

（
㩚
ἓ
㑮
）

氏
の
研
究
に
よ
り
、
そ
の
全
貌
の
詳
細
が
明
ら
か
に
さ
れ
た（

１
）。

全
氏
は
文
化
人
類
学
者
の
立
場
か
ら
、
宗
教
学
と
民
族
学
が
交
差
し
た
金

の
研
究
領
域
の
学
問
史
に
重
点
を
置
い
て
論
証
を
行
っ
た
。

　
筆
者
は
、
金
孝
敬
が
、
仏
教
系
大
学
で
あ
る
大
正
大
学
に
留
学
し
、
仏
教
界
と
の
人
脈
か
ら
自
ら
の
学
問
を
切
り
開
い
た
こ
と
に
着
目

し
た
い
。
全
氏
と
は
異
な
る
視
点
か
ら
論
述
を
進
め
る
こ
と
で
、
宗
教
民
族
学
者
と
し
て
、
研
究
活
動
の
基
盤
に
仏
教
界
の
支
援
と
協
力

が
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。
い
わ
ば
全
氏
が
論
じ
た
、
金
の
学
問
史
に
つ
い
て
補
遺
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
金
が
専
攻
し
た

学
問
分
野
に
つ
い
て
、
当
時
の
呼
称
は
「
宗
教
民
族
学
」
で
、
現
在
は
「
宗
教
人
類
学
」
で
あ
る
が
、
時
代
状
況
を
踏
ま
え
る
た
め
に
前

者
を
用
い
た
。

　
本
論
を
執
筆
す
る
に
至
っ
た
、
背
景
を
述
べ
た
い
。
学
術
論
文
に
私
事
を
書
く
こ
と
は
不
相
応
で
あ
る
が
、
本
研
究
は
日
韓
の
学
術
交



一
一
〇

国
で
の
文
化
人
類
学
の
形
成
は
、
日
本
の
植
民
地
支
配
の
影
響
を
無
視
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
の
頃
の
筆
者
は
、
大
阪
に
あ
る
国
立
民
族
学
博
物
館
の
地
域
研
究
企
画
交
流
セ
ン
タ
ー
で
の
共
同
研
究
「
旧
日
本
植
民
地
研
究
と
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
の
構
築
」（
二
〇
〇
三
〜
二
〇
〇
四
年
度
実
施
、
研
究
代
表
者
・
臼う

す
杵き

陽あ
き
ら

氏
）
に
、
中な

か
生お

勝か
つ

美み

氏
か
ら
の
誘
い
で
参
画
し
て
い

た
。
こ
の
事
業
に
よ
る
国
際
研
究
集
会
の
た
め
全
京
秀
氏
が
来
日
し
た
。
そ
の
際
に
、
自
分
は
金
孝
敬
が
学
ん
だ
大
正
大
学
で
の
後
学
者

に
当
た
る
旨
を
伝
え
た
。
以
来
、
筆
者
は
全
氏
に
よ
る
金
孝
敬
の
研
究
を
全
面
的
に
協
力
し
た
。
私
自
身
が
、
金
に
つ
い
て
知
り
た
か
っ

た
か
ら
で
も
あ
る
。
大
正
大
学
の
宗
教
学
研
究
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
、
戦
前
の
集
合
写
真
や
研
究
室
日
誌
を
電
子
化
し
て
提
供
し
た
。

流
か
ら
産
出
さ
れ
た
た
め
、
こ
こ
に
記
録
す
る
。

　
か
つ
て
筆
者
が
、
大
正
大
学
の
大
学
院
で
宗

教
学
を
学
ん
で
い
た
頃
、
大
正
大
学
宗
教
学
会

の
機
関
誌
『
宗
教
学
年
報
』
で
過
去
の
冊
子
を

見
て
気
に
な
る
点
が
あ
っ
た
。
昭
和
前
期
の
発

行
号
に
「
金
孝
敬
」
な
る
名
前
が
出
て
く
る
こ

と
で
あ
る
。
全
国
学
会
の
雑
誌
に
も
多
く
の
論

考
を
投
稿
し
て
い
た
人
物
の
よ
う
で
、
ど
う
や

ら
朝
鮮
半
島
の
出
身
者
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
。
邦
訳
さ
れ
た
全
京
秀
著
『
韓
国
人
類
学
の

百
年
』（
原
著
一
九
九
九
年
）
に
、
金
孝
敬
が

紹
介
さ
れ
て
お
り
、
し
か
も
全
氏
は
同
書
の
全

編
に
わ
た
り
戦
前
に
刊
行
さ
れ
た
日
本
語
文
献

を
駆
使
し
て
論
じ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た（

２
）。

韓

写真　金孝敬著、全京秀編『金孝敬著作集』（全3巻、韓国：
民俗苑、2017年）。表紙は戦後の東国大学校教授当時の肖像



一
一
一

宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
と
大
正
大
学
に
つ
い
て
学
問
史
補
遺

宗
教
専
門
紙
の
『
中
外
日
報
』
に
多
数
の
論
説
を
投
稿
し
て
い
た
こ
と
を
発
見
し
た
。
な
か
で
も
、
大
正
大
学
に
保
管
さ
れ
て
い
た
金
孝

敬
の
在
籍
当
時
の
修
学
記
録
が
、
大
学
側
の
理
解
に
よ
り
全
氏
へ
提
供
さ
れ
た
こ
と
で
、
学
者
と
し
て
の
形
成
期
に
お
け
る
金
の
実
像
が

鮮
明
に
な
っ
た（

３
）。

　
全
京
秀
氏
は
、
そ
の
後
、
韓
国
内
に
い
た
金
孝
敬
の
遺
族
を
探
し
当
て
て
、
子
息
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
な
ど
研
究
を
進
め
、
こ

れ
ま
で
の
先
行
研
究
を
大
き
く
更
新
す
る
、
金
に
関
す
る
論
文
を
公
表
し
た（

４
）。

韓
国
内
で
金
が
再
評
価
さ
れ
、
著
作
集
を
刊
行
す
る
機
運

が
高
ま
っ
た
。
全
京
秀
氏
の
編
集
で
、
二
〇
一
七
年
に
『
金
孝
敬
著
作
集
』
全
三
巻
が
、
韓
国
の
出
版
社
で
あ
る
民
俗
苑
か
ら
刊
行
さ
れ

た（
５
）。

編
集
に
際
し
て
、
韓
国
内
で
手
に
入
ら
な
い
文
献
は
、
筆
者
が
収
集
し
て
提
供
し
た
。
同
年
に
、
ソ
ウ
ル
で
「
金
孝
敬
著
作
集
出
版

記
念
学
術
大
会
」
が
開
か
れ
た
。
韓
国
の
人
文
系
諸
分
野
の
研
究
者
が
金
に
つ
い
て
研
究
発
表
を
行
っ
た
が
、
筆
者
は
「
金
孝
敬
と
大
正

大
学
宗
教
学
研
究
室
」
と
題
し
て
韓
国
語
で
報
告
を
行
っ
た（

６
）。

　
本
論
は
、
同
大
会
で
の
報
告
内
容
と
、
こ
れ
ま
で
の
全
京
秀
氏
と
の
対
話
に
基
づ
く
、
日
韓
共
同
の
成
果
で
あ
る
。
金
孝
敬
遺
族
に
は
、

大
い
に
御
理
解
を
頂
い
た（

７
）。

（
２
）
金
孝
敬
の
略
歴

　
金
孝
敬
の
生
涯
に
つ
い
て
、
全
京
秀
氏
の
研
究
を
も
と
に
略
歴
を
紹
介
し
た
い（

８
）。

大
韓
帝
国
末
期
の
一
九
〇
四
（
光
武
八
）
年
に
、
朝

鮮
半
島
の
北
西
部
に
生
ま
れ
た
。
清
と
の
国
境
を
隔
て
る
鴨
緑
江
に
面
し
た
地
域
に
当
た
り
、
本
籍
地
は
「
平
安
北
道
義
州
郡
威
遠
面
四

下
洞
一
四
〇
番
地
」
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
は
、
朝
鮮
へ
の
内
政
干
渉
を
強
め
て
行
っ
た
時
期
で
あ
る
。
同
年
に
、
第
一
次
日
韓
協
約
を

締
結
し
て
、
そ
の
後
、
第
二
次
（
一
九
〇
五
年
）
と
第
三
次
（
一
九
〇
七
年
）
の
協
約
を
結
ば
せ
、
大
韓
帝
国
の
権
限
を
徐
々
に
収
奪
し
、

保
護
国
に
し
て
い
っ
た
。
そ
し
て
一
九
一
〇
（
明
治
四
三
）
年
、「
韓
国
併
合
ニ
関
ス
ル
条
約
」
に
よ
り
、
日
本
が
朝
鮮
半
島
を
植
民
地

と
し
て
統
治
す
る
の
で
あ
る
。

　
金
は
、
新
義
州
公
立
高
等
普
通
学
校
を
卒
業
し
て
、
財
団
法
人
朝
鮮
仏
教
団
の
留
学
生
に
採
用
さ
れ
る
。
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年



一
一
二

に
大
正
大
学
の
専
門
部
仏
教
科
に
入
り
、
後
に
文
学
部
宗
教
学
科
で
学
ぶ
。
成
績
は
優
秀
で
、
卒
業
後
は
、
宗
教
学
研
究
室
で
の
任
期
二

年
の
副
手
を
経
て
、
研
究
生
と
な
る
。
教
員
と
在
学
生
な
ど
の
関
係
者
で
組
織
し
た
研
究
組
織
で
あ
る
光
塵
会
と
民
俗
学
同
好
会
の
運
営

に
関
わ
る
。
在
学
中
は
、
構
内
に
あ
っ
た
学
生
寮
の
明
照
学
舎
に
住
ん
だ
。
そ
の
後
は
、
近
隣
の
「
東
京
市
豊
島
区
西
巣
鴨
三
丁
目
六
五

〇
番
地　
高
田
方
」
に
移
っ
た
。

　
帝
都
東
京
を
拠
点
に
活
動
を
続
け
、
日
本
宗
教
学
会
の
機
関
誌
『
宗
教
研
究
』
に
は
、
寄
稿
者
と
し
て
頻
繁
に
名
前
が
登
場
す
る
。
日

本
民
族
学
会
（
現
・
日
本
文
化
人
類
学
会
）
の
機
関
誌
『
民
族
学
研
究
』
に
お
い
て
は
、
一
九
三
四
年
の
創
刊
号
か
ら
名
前
が
出
る
常
連

で
あ
っ
た
。
一
九
三
五
年
に
開
設
さ
れ
た
立
正
大
学
の
満
鮮
講
座
（
講
座
は
一
九
三
八
年
に
布
教
実
習
科
と
合
併
）
で
講
義
を
行
う
。
一

九
三
九
年
に
実
施
さ
れ
た
海
外
神
社
奉
仕
者
講
習
会
で
は
「
大
陸
ノ
宗
教
問
題
」
を
講
じ
る
が（

９
）、

同
講
習
会
は
、
國
學
院
大
學
の
母
体
で

あ
る
財
団
法
人
皇
典
講
究
所
が
、
内
務
省
と
協
議
を
し
て
設
け
た
海
外
神
社
問
題
研
究
会
の
事
業
で
あ
っ
た
。
東
京
芝
の
浄
土
宗
大
本
山

増
上
寺
内
に
あ
っ
た
法
然
上
人
鑽
仰
会
の
事
務
局
に
勤
務
し
た
ほ
か
、
外
務
省
対
支
文
化
事
業
部
補
助
金
を
受
け
た
、
大
正
大
学
教
授
の

荻
原
雲
來
を
中
心
と
す
る
『
漢
訳
対
照　
梵
和
大
辞
典
』
の
編
纂
事
業
に
も
参
加
し
た
。
こ
の
間
の
一
九
三
四
年
に
は
、
朝
鮮
の
京
城
（
現
・

ソ
ウ
ル
）
で
設
立
さ
れ
た
震
檀
学
会
の
設
立
発
起
人
に
名
前
を
連
ね
る
が
、
同
学
会
は
朝
鮮
出
身
の
歴
史
学
者
、
文
学
者
、
言
語
学
者
、

民
俗
学
者
が
参
加
し
て
朝
鮮
学
研
究
を
目
指
し
た
学
術
団
体
で
あ
る
。

　
日
本
の
敗
戦
、
す
な
わ
ち
韓
国
で
の
光
復
の
前
後
に
、
金
孝
敬
は
朝
鮮
半
島
に
戻
っ
た
と
見
ら
れ
る
。
半
島
は
分
断
さ
れ
、
南
部
は
ア

メ
リ
カ
軍
、
北
部
は
ソ
ビ
エ
ト
軍
が
進
駐
し
た
。
一
九
四
八
年
に
大
韓
民
国
（
韓
国
）
と
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
北
朝
鮮
）
が
成

立
す
る
。
金
は
、
ソ
ウ
ル
の
国
立
民
族
博
物
館
の
館
長
を
務
め
、
仏
教
系
の
東
国
大
学
校
の
教
授
と
な
り
専
門
部
文
化
科
や
学
部
仏
教
学

科
で
教
え
た
ほ
か
、
ソ
ウ
ル
大
学
校
宗
教
学
科
で
非
常
勤
講
師
を
務
め
た
。

　
故
国
で
の
学
問
が
軌
道
に
乗
り
始
め
た
最
中
、
民
族
が
対
立
す
る
悲
劇
が
起
き
る
。
一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争

で
あ
る
。
北
側
が
突
如
と
し
て
南
侵
を
開
始
し
て
、
六
月
二
八
日
に
ソ
ウ
ル
が
陥
落
し
た
。
こ
の
後
、
金
孝
敬
は
北
朝
鮮
軍
に
拉
致
さ
れ

る
。
記
録
に
よ
る
と
、
七
月
一
二
日
に
東
国
大
学
校
に
出
て
く
る
よ
う
通
知
に
応
じ
た
後
に
、
一
三
日
に
ソ
ウ
ル
の
中
区
警
察
署
を
経
て
、



一
一
三

宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
と
大
正
大
学
に
つ
い
て
学
問
史
補
遺

西
大
門
刑
務
所
に
収
監
さ
れ
た
後
に
消
息
が
途
絶
し
た
と
い
う）

10
（

。
行
方
は
今
も
分
か
ら
な
い
。
東
国
大
学
校
の
教
員
で
拘
束
さ
れ
た
の
は

金
孝
敬
だ
け
で
は
な
く
、
歴
史
学
者
の
高コ

權
グ
ウ
ォ
ン

三サ
ム

（
ἶ
ῢ
㌒
）
な
ど
が
お
り
、
北
朝
鮮
は
知
識
人
を
拉
致
し
た
の
で
あ
る
。

一　
財
団
法
人
朝
鮮
仏
教
団
に
よ
る
留
学
事
業

（
１
）
組
織
と
制
度
の
概
要

　
金
孝
敬
を
め
ぐ
っ
て
仏
教
界
や
大
正
大
学
と
の
関
係
を
中
心
に
述
べ
て
い
く
。
金
が
東
京
へ
留
学
で
き
た
の
は
、
財
団
法
人
朝
鮮
仏
教

団
の
留
学
生
事
業
に
基
づ
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　
朝
鮮
仏
教
団
は
、
朝
鮮
民
族
の
信
教
上
の
思
想
の
統
一
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
一
九
二
〇
（
大
正
九
）
年
に
設
立
さ
れ
た
「
朝

鮮
仏
教
大
会
」
を
前
身
と
す
る
団
体
で
あ
る
。
設
立
に
際
し
て
、
京
城
で
百
貨
店
の
丁
字
屋
を
経
営
し
た
小こ

林ば
や
し

源げ
ん

六ろ
く

、
在
家
仏
教
信
者

の
李イ

元ウ
ォ
ン

錫ソ
ク

（
㧊
㤦
㍳
）、
朝
鮮
総
督
府
の
通
訳
官
を
務
め
た
中な

か
村む

ら
健け

ん
太た

郎ろ
う

ら
が
尽
力
し
た）

11
（

。
同
団
は
、
朝
鮮
総
督
府
が
進
め
る
「
内
鮮
融

和
」
を
仏
教
か
ら
進
め
た
団
体
と
し
て
先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る）

12
（

。

　
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
に
、
財
団
法
人
朝
鮮
仏
教
団
と
し
て
設
立
許
可
を
受
け
た
。
組
織
の
概
要
を
法
人
の
寄
附
行
為
（
現
行
制

度
で
は
定
款
）
か
ら
見
る
。

財
団
法
人
朝
鮮
仏
教
団
寄
附
行
為
〔
抄
〕

第
一
条　
本
法
人
ハ
財
団
法
人
朝
鮮
仏
教
団
ト
称
ス

第
二
条　
本
法
人
ハ
朝
鮮
ニ
於
ケ
ル
仏
教
ノ
振
興
普
及
ヲ
図
リ
人
心
ヲ
教
化
善
導
シ
民
衆
ノ
福
祉
ヲ
増
進
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス 

本
法
人
ハ
前
項
ノ
外
必
要
ニ
応
ジ
附
帯
事
業
ト
シ
テ
教
育
、
慈
善
其
ノ
他
ノ
社
会
事
業
ヲ
行
フ
コ
ト
ヲ
得

第
三
条　
本
法
人
ハ
其
ノ
事
務
所
ヲ
京
畿
道
京
城
府
長
谷
川
町
十
七
番
地
ニ
置
ク）

13
（



一
一
四

　
財
団
の
事
業
と
し
て
、
会
館
の
設
置
、
講
演
、
伝
道
彙
報
の
発
刊
、
仏
像
の
頒
施
、
朝
鮮
半
島
内
の
三
十
一
本
山
と
共
同
し
て
教
化
運

動
を
行
い
、
各
道
庁
所
在
地
や
主
要
地
に
支
部
を
設
置
し
た
。
団
長
は
男
爵
の
李イ

允ユ

用ニ
ョ
ン（

㧊
㥺
㣿
）、
副
団
長
は
陸
軍
少
将
の
前ま

え
田だ

昇の
ぼ
ると

し
て
発
足
し
た
が
、
そ
の
後
の
団
長
は
李
王
職
長
官
で
男
爵
の
韓ハ

ン

昌チ
ャ
ン

洙ス

（
䞲
㺓
㑮
）
と
な
っ
た
。
朝
鮮
仏
教
団
で
は
、
機
関
誌
『
朝
鮮

仏
教
』
を
発
行
し
た
が
、
後
に
は
中
村
健
太
郎
が
主
宰
し
た
朝
鮮
仏
教
社
が
刊
行
を
引
き
継
い
だ）

14
（

。

　
布
教
留
学
生
の
制
度
は
、「
甲
種
学
生
」
と
「
乙
種
学
生
」
が
あ
り
、
金
の
採
用
は
前
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
要
件
は
、
次
の
と
お
り
で

あ
る
。

布
教
学
生
募
集
要
項
〔
抄
〕

一
、
募
集
人
数　
約
十
名

二
、
志
願
者
資
格

（
イ
）
甲
種
学
生
（
内
地
仏
教
専
門
学
校
ニ
派
遣
シ
同
校
卒
業
後
更
ニ
約
一
箇
年
指
定
ノ
内
地
寺
院
ニ
於
テ
布
教
師
ト
シ
テ
必
要
ナ

ル
実
習
ヲ
ナ
サ
シ
ム
ル
モ
ノ
）
年
齢
十
八
年
以
上
三
十
年
以
下
ニ
シ
テ
高
等
普
通
学
校
卒
業
又
ハ
之
ト
同
等
以
上
ノ
学
力
ヲ
有

ス
ル
者

（
ロ
）
乙
種
学
生
（
内
地
各
宗
本
山
ニ
派
遣
シ
指
定
ノ
寺
院
ニ
於
テ
布
教
師
ト
シ
テ
必
要
ナ
ル
訓
育
ヲ
受
ケ
シ
ム
ル
モ
ノ
）
年
齢
二

十
五
年
以
上
三
十
五
年
以
下
ニ
シ
テ
普
通
学
校
卒
業
又
ハ
之
ト
同
等
以
上
ノ
学
力
ヲ
有
シ
現
ニ
僧
籍
ニ
在
ル
者）

15
（

　
つ
ま
り
金
孝
敬
が
採
用
さ
れ
た
「
甲
種
」
と
は
、
朝
鮮
か
ら
日
本
本
土
に
あ
る
仏
教
系
の
専
門
学
校
（
大
学
の
専
門
部
を
含
む
）
に
派

遣
し
て
、
卒
業
後
は
更
に
一
年
間
は
指
定
の
日
本
の
寺
院
に
お
い
て
布
教
師
と
し
て
必
要
な
実
習
を
受
け
よ
う
と
す
る
、
年
齢
が
一
八
歳

以
上
三
〇
歳
以
下
で
高
等
普
通
学
校
卒
業
又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学
力
を
有
す
る
者
で
あ
っ
た
。



一
一
五

宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
と
大
正
大
学
に
つ
い
て
学
問
史
補
遺

　
金
孝
敬
が
、
布
教
留
学
生
を
志
望
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
日
本
で
高
等
教
育
を
受
け
る
た
め
に
、
布
教
留
学
生
の
制
度
を
利
用

し
た
の
は
確
実
で
あ
る
。
布
教
留
学
生
の
区
分
は
、
乙
種
が
僧
侶
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
あ
っ
た
が
、
甲
種
は
僧
侶
の
身
分
に
つ
い
て
条

件
が
な
か
っ
た
の
で
、
金
は
甲
種
で
応
募
し
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
留
学
事
業
を
行
う
朝
鮮
仏
教
団
の
活
動
資
金
は
、
各
宗
派
の
本
山
、
企
業
と
銀
行
か
ら
の
寄
附
金
に
基
づ
く
も
の
で
、
日
本
内
地

の
仏
教
宗
派
を
所
管
す
る
文
部
省
宗
教
局
は
、
事
業
に
理
解
を
示
し
た
。

　
当
初
の
計
画
で
は
多
数
の
学
生
を
派
遣
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
日
本
へ
の
留
学
生
は
総
数
三
〇
余
名
に
留
ま
っ
た）

16
（

。
筆
者
が

確
認
し
た
と
こ
ろ
、
計
五
期
二
九
名
が
派
遣
さ
れ
た
。
当
初
か
ら
僧
侶
で
あ
っ
た
人
物
は
少
な
く
、
卒
業
後
に
僧
籍
編
入
を
拒
否
す
る
者

が
複
数
い
た
と
い
う）

17
（

。
こ
の
う
ち
、
第
一
期
と
第
二
期
の
留
学
生
に
つ
い
て
、
配
属
先
の
学
校
と
受
入
れ
の
宗
派
を
示
す
。

　
第
一
期
生　
一
九
二
五
（
大
正
一
四
）
年
五
月
派
遣）

18
（

（
甲
種
）
金キ

ム
勳フ

永ニ
ョ
ン（

ₖ
䤞
㡗
） 
宗
教
大
学
（
大
正
大
学
専
門
部
仏
教
科
）
／
浄
土
宗

李イ

寛グ
ァ
ン

承ス
ン

（
㧊
ὖ
㔏
） 

豊
山
大
学
（
大
正
大
学
専
門
部
仏
教
科
）
／
新
義
真
言
宗
豊
山
派

張チ
ャ
ン

景ギ
ョ
ン

模モ

（
㧻
ἓ
⳾
） 

天
台
宗
大
学
（
大
正
大
学
専
門
部
仏
教
科
）
／
天
台
宗

（
乙
種
）
金キ

ム
東ド

ン
鎭ジ

ン
（
ₖ
☯
㰚
） 

立
正
大
学
専
門
部
別
科
／
日
蓮
宗

金キ
ム

應ウ
ン

珍ジ
ン

（
ₖ
㦧
㰚
） 

駒
澤
大
学
専
門
部
別
科
／
曹
洞
宗

　
第
二
期
生　
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
五
月
派
遣）

19
（

（
甲
種
）
高コ

淳ス
ン

文ム
ン

（
ἶ
㑲
ⶎ
） 

龍
谷
大
学
専
門
部
／
真
宗
本
願
寺
派

權ク
ォ
ン

寧ヨ
ン

甲ガ
プ

（
ῢ
㡗
ṧ
） 

大
正
大
学
専
門
部
仏
教
科
↓
大
正
大
学
文
学
部
宗
教
学
科
／
浄
土
宗

金キ
ム

臺デ

漢ハ
ン

（
ₖ
╖
䞲
） 

大
谷
大
学
専
門
部
／
真
宗
大
谷
派



一
一
六

金キ
ム

孝ヒ
ョ

敬ギ
ョ
ン（

ₖ
䣾
ἓ
） 

大
正
大
学
専
門
部
仏
教
科
↓
大
正
大
学
文
学
部
宗
教
学
科
／
浄
土
宗

文ム
ン

暢チ
ャ
ン

晏ア
ン

（
ⶎ
㺓
㞞
） 

私
立
真
言
宗
高
野
山
大
学
／
古
義
真
言
宗

兪ユ

鉉ヒ
ョ
ン

濬ジ
ュ
ン（

㥶
䡚
㭖
） 

私
立
真
言
宗
高
野
山
大
学
／
古
義
真
言
宗

李イ

九グ

成ソ
ン

（
㧊
ῂ
㎇
） 

智
山
専
門
学
校
／
新
義
真
言
宗
智
山
派

崔チ
ェ

巨ゴ

德ド
ク

（
㾲
Ệ
▫
） 

臨
済
宗
専
門
学
校
／
臨
済
宗
妙
心
寺
派

（
乙
種
）
金キ

ム
洪ホ

ン
周ジ

ュ
（
ₖ
䢣
㭒
） 

古
義
真
言
宗

　
金
孝
敬
に
つ
い
て
は
、
浄
土
宗
が
受
け
入
れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
正
大
学
へ
の
配
属
と
な
っ
た
。
留
学
に
際
し
て
、
正
保
証
人
に
窪
川

旭
丈
、
副
保
証
人
に
佐
藤
稠
松
が
引
き
受
け
た
。
両
者
は
、
金
の
学
究
生
活
を
知
る
上
で
重
要
な
人
物
で
あ
る
た
め
履
歴
を
見
よ
う
。

（
３
）
正
保
証
人
の
窪
川
旭
丈

　
窪く

ぼ
川か

わ

旭き
ょ
く

丈じ
ょ
う（

一
八
七
四
〜
一
九
四
三
）
は
、
浄
土
宗
僧
侶
で
あ
る
。
金
孝
敬
が
渡
日
し
た
当
時
は
、
東
京
芝
の
浄
土
宗
大
本
山
増
上

寺
の
執
事
長
を
務
め
て
い
た
。
正
保
証
人
に
な
っ
た
の
は
、
金
孝
敬
の
受
け
入
れ
宗
派
が
、
浄
土
宗
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
窪
川
は
、
山
梨
県
東
山
梨
郡
玉
宮
村
（
現
・
甲
州
市
）
に
、
神
社
に
仕
え
る
神
官
の
父
増
太
郎
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
た）

20
（

。
浄
土
宗
僧

侶
と
し
て
得
度
し
た
後
に
、
明
倫
学
舎
で
漢
籍
、
長
野
教
校
、
第
一
教
校
、
浄
土
宗
高
等
学
院
で
学
ぶ
。
一
九
〇
六
（
明
治
三
九
）
年
に

第
一
大
教
区
の
視
教
と
な
り
、
一
九
〇
七
年
に
宗
会
議
員
、
一
九
〇
九
年
に
教
学
部
長
、
一
九
一
一
年
に
布
教
部
長
、
一
九
一
三
年
に
庶

務
部
長
と
な
る
な
ど
、
浄
土
宗
の
中
枢
で
要
職
を
歴
任
し
た
。
宗
門
の
命
令
に
よ
り
、
一
九
一
四
年
に
朝
鮮
半
島
と
満
洲
の
宗
教
事
情
を

視
察
し
た
後
に
、
布
教
に
専
念
す
る
た
め
、
一
九
一
五
年
に
役
職
を
辞
し
た
。
こ
の
間
に
、
東
京
浅
草
の
龍
宝
寺
、
湯
島
の
涼
智
院
を
経

て
、
埼
玉
川
越
の
蓮
馨
寺
の
住
職
を
歴
任
し
た
後
に
、
一
九
二
九
年
か
ら
一
九
三
七
年
ま
で
鎌
倉
の
光
明
寺
一
〇
四
世
法
主
に
あ
っ
た
。

宗
内
で
は
、
東
京
普
通
宗
学
院
長
、
増
上
寺
布
執
事
長
、
増
上
寺
布
教
師
会
の
初
代
会
長
、
宗
外
で
は
仏
教
連
合
会
（
現
・
公
益
財
団
法



一
一
七

宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
と
大
正
大
学
に
つ
い
て
学
問
史
補
遺

人
全
日
本
仏
教
会
の
淵
源
）
の
主
事
を
務
め
た
。

　
そ
の
後
は
、
海
外
で
の
布
教
に
尽
力
す
る
。
一
九
三
八
（
昭
和
一
三
）
年
に
ハ
ワ
イ
開
教
区
（
同
年
に
ア
メ
リ
カ
開
教
区
と
改
称
）
の

監
督
と
し
て
、
ホ
ノ
ル
ル
に
赴
任
し
て
、
日
系
移
民
た
ち
に
法
然
の
教
え
を
伝
え
た
。
し
か
し
一
九
四
一
年
の
日
米
開
戦
と
な
り
、
米
本

土
の
収
容
所
に
抑
留
さ
れ
、
困
難
な
生
活
を
強
い
ら
れ
た
。
抑
留
交
換
船
で
帰
国
し
た
後
に
、
遷
化
し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、
窪
川
の
生
涯
は
、
宗
門
の
要
職
か
ら
海
外
布
教
の
現
場
に
進
ん
で
い
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
窪
川
が
、
朝
鮮
仏
教
団
派

遣
の
金
孝
敬
の
正
保
証
人
を
引
き
受
け
た
の
は
、
甲
種
学
生
と
し
て
大
学
卒
業
後
は
布
教
師
の
養
成
を
受
け
、
将
来
は
浄
土
宗
に
よ
る
朝

鮮
半
島
布
教
に
資
す
る
人
材
と
し
て
の
成
長
を
期
待
し
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
金
は
、
後
述
す
る
自
著
の
謝
辞
で
記
し
た
よ
う
に
窪

川
へ
の
恩
義
を
忘
れ
な
か
っ
た
が
、
学
究
の
才
能
を
発
揮
し
て
、
布
教
者
で
は
な
く
学
者
と
し
て
進
ん
で
い
っ
た
。

（
４
）
副
保
証
人
の
佐
藤
稠
松

　
佐さ

藤と
う

稠し
げ

松ま
つ

（
一
八
七
一
〜
一
九
三
七
）
は
、
青
年
期
に
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
る
が
、
や
が
て
朝
鮮
仏
教
団
の
事
業
に
協
力
し
て
、
没
後

は
神
道
の
形
式
で
弔
わ
れ
た
と
い
う
、
ま
さ
に
日
本
の
多
様
な
宗
教
事
情
を
体
現
す
る
人
生
を
送
っ
た
人
物
で
あ
る）

21
（

。

　
佐
藤
は
、
山
形
県
鶴
岡
市
に
生
ま
れ
た
。
日
本
基
督
教
会
庄
内
教
会
（
現
・
日
本
基
督
教
団
の
所
属
）
で
斎さ

い
藤と

う
壬み

生ぶ

雄お

か
ら
洗
礼
を
受

け
て
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
っ
た
。
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
仙
台
神
学
校
（
現
・
東
北
学
院
大
学
）
へ
入
学

し
た
が
、
文
学
を
志
し
て
、『
東
北
文
学
』（
東
北
文
学
社
）
に
評
論
を
投
稿
し
た
。
そ
の
後
は
一
八
九
六
年
に
東
京
専
門
学
校
（
現
・
早

稲
田
大
学
文
学
部
）
文
科
専
科
に
入
り
、
文
豪
の
坪つ

ぼ
内う

ち

逍し
ょ
う

遥よ
う

の
指
導
を
受
け
た
。『
早
稲
田
文
学
』（
坪
内
主
宰
）
や
『
東
京
独
立
雑
誌
』

（
内う

ち
村む

ら
鑑か

ん
三ぞ

う
主
宰
）
な
ど
に
文
学
評
論
を
寄
稿
し
た
が
、
中
退
し
た
。

　
一
九
〇
〇
（
明
治
三
三
）
年
に
、
ア
メ
リ
カ
へ
渡
り
、
苺
栽
培
や
缶
詰
工
場
に
勤
務
し
た
後
に
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
日
系
紙
『
新

世
界
新
聞
』
の
記
者
と
な
っ
た
。
一
九
〇
七
年
に
帰
国
し
て
、
坪
内
の
推
薦
で
、
一
九
〇
八
年
に
新
聞
社
の
『
萬
朝
報
』
に
入
社
し
て
、

教
育
部
長
や
政
治
経
済
部
長
を
歴
任
し
た
。
筆
名
「
佐さ

藤と
う

迷め
い

羊よ
う

」
の
名
義
で
、
多
く
の
小
説
と
文
学
批
評
を
書
い
た
。
筆
名
は
キ
リ
ス
ト



一
一
八

者
ら
し
く
、『
新
約
聖
書
』
の
「
マ
タ
イ
に
よ
る
福
音
書
」
な
ど
に
出
て
く
る
「
迷
え
る
羊
」
に
由
来
し
た
。

　
一
九
二
四
年
に
、
故
郷
の
山
形
か
ら
衆
議
院
議
員
選
挙
に
出
る
が
、
落
選
し
た
。
こ
の
頃
か
ら
、
日
本
女
子
歯
科
医
学
専
門
学
校
（
現
・

神
奈
川
歯
科
大
学
）
で
、
ド
イ
ツ
語
と
英
語
を
教
え
る
な
ど
教
育
者
の
顔
を
持
っ
た
。

　
財
団
法
人
朝
鮮
仏
教
団
東
京
支
部
の
支
部
長
に
就
任
し
て
布
教
留
学
生
の
世
話
を
し
た
。
支
部
長
に
就
任
し
た
理
由
は
不
明
で
あ
る
。

推
察
す
る
に
佐
藤
は
、
明
治
四
〇
年
代
か
ら
「
東
京
府
北
豊
島
郡
巣
鴨
町
大
字
巣
鴨
一
四
九
三
番
地
」
に
住
ん
で
お
り
、
ま
さ
に
大
正
大

学
の
前
身
で
あ
る
宗
教
大
学
の
敷
地
近
隣
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
佐
藤
は
、
東
京
に
あ
る
他
の
仏
教
系
大
学
へ
の
留
学
生
の
副
保
証
人

も
引
き
受
け
て
い
た
。
佐
藤
は
、
一
九
三
七
年
五
月
八
日
に
死
去
し
た
が
、
葬
儀
の
形
式
は
、
キ
リ
ス
ト
教
式
や
仏
教
式
で
も
な
く
、
遺

言
に
よ
り
神
道
式
で
行
わ
れ
た
。

　
佐
藤
が
、
朝
鮮
半
島
か
ら
の
布
教
留
学
生
の
世
話
を
し
て
い
た
の
は
、
教
育
者
と
し
て
の
活
動
の
一
環
で
あ
っ
た
。
何
よ
り
自
身
が
、

青
年
期
に
ア
メ
リ
カ
へ
渡
航
し
て
苦
労
し
た
か
ら
支
援
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

二　
大
正
大
学
で
の
学
修

（
１
）
専
門
部
仏
教
科
か
ら
文
学
部
宗
教
学
科
へ

　
金
孝
敬
は
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
三
月
に
、
財
団
法
人
朝
鮮
仏
教
団
の
第
二
回
布
教
留
学
生
に
選
ば
れ
た
。
一
九
二
六
年
度
か

ら
一
九
二
八
年
度
ま
で
大
正
大
学
の
専
門
部
仏
教
科
に
在
籍
し
て
、
続
い
て
一
九
二
九
年
度
か
ら
一
九
三
一
年
度
ま
で
文
学
部
宗
教
学
科

に
学
ん
だ
。
在
学
中
の
足
跡
は
、
既
に
全
京
秀
氏
の
研
究
で
、
大
正
大
学
か
ら
提
供
さ
れ
た
学
事
資
料
及
び
宗
教
学
研
究
室
所
蔵
の
日
誌

に
基
づ
き
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
繰
り
返
さ
な
い
。

　
注
意
す
べ
き
は
、
金
は
浄
土
宗
が
設
立
し
た
宗
教
大
学
か
ら
、
仏
教
連
合
大
学
で
あ
る
後
身
の
大
正
大
学
の
過
渡
期
に
入
学
し
た
こ
と

で
あ
る
。
一
九
二
六
年
に
大
正
大
学
の
学
部
と
専
門
部
が
設
置
さ
れ
た
が
、
後
者
は
「
大
学
令
」（
大
正
七
年
勅
令
第
三
八
八
号
）
で
は



一
一
九

宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
と
大
正
大
学
に
つ
い
て
学
問
史
補
遺

な
く
、「
専
門
学
校
令
」（
明
治
三
六
年
勅
令
第
六
一
号
）
に
基
づ
く
実
業
教
育
の
機
関
で
あ
る
。
専
門
部
に
は
、
高
等
師
範
科
と
仏
教
科

が
置
か
れ
て
、
中
等
学
校
教
員
、
布
教
伝
道
や
社
会
事
業
に
従
事
す
る
人
物
へ
の
教
育
を
行
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
金
孝
敬
の
学
究

生
活
に
つ
い
て
、
関
係
人
脈
と
の
接
点
を
論
じ
た
い
。

　
椎し

い
尾お

辨べ
ん

匡き
ょ
う（

一
八
七
六
〜
一
九
七
一
）
は
、
一
九
二
六
（
大
正
一
五
）
年
の
大
正
大
学
の
設
立
当
初
に
、
初
代
の
宗
教
学
研
究
室
主

任
を
務
め
た
。
浄
土
宗
僧
侶
で
、
東
京
帝
国
大
学
で
宗
教
学
を
学
び
、
大
正
大
学
の
前
身
で
あ
る
宗
教
大
学
か
ら
宗
教
学
の
講
義
を
担
当

し
て
い
た
。
椎
尾
は
、
一
九
二
七
年
に
文
学
部
長
、
一
九
三
六
年
か
ら
一
九
五
七
年
ま
で
、
三
回
に
わ
た
り
学
長
（
第
六
・
九
・
一
四
代
）

と
な
っ
た
。
一
九
一
九
（
大
正
八
）
年
と
一
九
二
二
年
に
朝
鮮
半
島
を
視
察
し
て
い
た
な
ど
、
同
地
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
。
一
九
一
九

年
六
月
一
三
日
に
、
椎
尾
の
呼
び
か
け
で
、
東
京
神
田
の
明
治
会
館
で
、「
朝
鮮
教
化
研
究
会
」
が
開
か
れ
た
。
研
究
会
で
は
、
朝
鮮
教

化
に
関
す
る
研
究
と
実
施
機
関
の
設
置
を
決
議
し
た
の
で
あ
る）

22
（

。
椎
尾
は
、
一
九
二
二
年
に
は
『
京
城
日
報
』
に
て
、
朝
鮮
半
島
の
仏
教

徒
の
内
地
留
学
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。「
朝
鮮
民
族
は
東
洋
人
稀
に
見
る
有
為
有
望
の
血
液
を
享
有
し
て
居
る

民
族
で
あ
る
か
ら
之
を
文
化
に
産
業
に
又
は
社
会
百
般
の
方
面
に
誘
掖
善
導
す
る
事
は
我
々
先
進
同
胞
の
責
任
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ）

23
（

」
と

主
張
し
て
い
た
。

　
金
孝
敬
の
指
導
教
授
は
、
矢や

吹ぶ
き

慶け
い

輝き

（
一
八
七
九
〜
一
九
三
九
）
で
あ
る
。
大お

お
島し

ま
泰た

い
信し

ん
（
一
八
七
四
〜
一
九
五
二
）、
眞ま

野の

正し
ょ
う

順じ
ゅ
ん（

一

八
九
二
〜
一
九
六
二
）
に
も
教
え
を
受
け
た
。
後
述
す
る
よ
う
に
金
は
、
矢
吹
が
執
筆
し
た
浄
土
宗
宗
祖
法
然
の
伝
記
を
翻
訳
し
た
。
大

島
泰
信
は
、
一
九
三
六
（
昭
和
一
一
）
年
に
文
部
省
か
ら
「
精
神
科
学
研
究
奨
励
金
」
を
得
て
、
課
題
「
風
水
信
仰
と
我
が
祖
先
崇
拝
」

の
研
究
を
行
う
が
、
金
は
こ
れ
に
協
力
す
る）

24
（

。
金
は
、
中
国
の
影
響
を
受
け
た
朝
鮮
半
島
の
風
水
信
仰
の
知
識
が
あ
り
、
共
同
研
究
に
貢

献
し
た
。
大
島
は
、
作
家
武た

け
田だ

泰た
い

淳じ
ゅ
んの

実
父
と
し
て
知
ら
れ
る
。
眞
野
正
順
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
法
然
上
人
鑽
仰
会
を
設
立
し
た
中

心
人
物
の
一
人
で
、
金
は
同
会
に
勤
務
し
た
。

　
故
郷
の
朝
鮮
で
は
、
日
本
内
地
へ
の
留
学
生
は
大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
一
九
三
二
年
二
月
の
『
東
亜
日
報
』
に
は
、
各
大

学
の
卒
業
生
の
氏
名
の
な
か
に
、
金
孝
敬
の
名
前
が
見
え
る）

25
（

。



一
二
〇

（
２
）
外
部
か
ら
の
教
員

　
大
正
大
学
の
宗
教
学
科
で
は
、
外
部
か
ら
の
講
師
を
招
い
た
。
駒
澤
大
学
教
授
の
大お

お
久く

保ぼ

幸こ
う

次じ

（
一
八
八
七
〜
一
九
五
〇
）
は
、
そ
の

一
人
で
あ
る
。
大
久
保
は
、
ト
ル
コ
を
中
心
と
し
た
東
洋
史
学
者
で
、「
回か

い

教き
ょ
う」（

イ
ス
ラ
ー
ム
の
当
時
の
呼
称
）
を
教
え
て
い
た
。
以

前
に
筆
者
は
、
駒
澤
で
の
大
久
保
の
教
え
子
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
授
業
は
立
ち
見
の
学
生
が
出
る
ほ
ど
人
気
で
、

妻
は
ト
ル
コ
人
で
あ
っ
た
と
い
う）

26
（

。

　
金
孝
敬
が
、
学
部
二
年
の
時
に
、
朝
鮮
仏
教
団
の
機
関
誌
『
朝
鮮
仏
教
』
に
て
、「
回
教
の
礼
拝
と
仏
教
―
特
に
浄
土
宗
の
礼
拝
に

つ
い
て
」
を
投
稿
し
た
。
イ
ス
ラ
ー
ム
と
仏
教
の
比
較
研
究
を
行
っ
た
も
の
で
、
金
孝
敬
に
と
っ
て
、
学
術
論
文
の
体
裁
で
執
筆
し
た
最

初
の
論
文
で
あ
る
。
論
文
の
末
尾
に
は
、「
此
の
稿
を
草
す
る
に
際
し
駒
澤
大
学
大
久
保
先
生
の
御
懇
切
な
る
御
指
導
を
仰
ぎ
し
こ
と
〔
中

略
〕
を
記
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す）

27
（

」
と
の
謝
辞
が
あ
る
。
こ
の
謝
辞
に
は
、
大
正
大
学
で
浄
土
学
を
講
じ
た
石い

し
井い

教き
ょ
う

道ど
う

（
一

八
八
六
〜
一
九
六
二
）
の
名
前
も
あ
り
、
石
井
の
著
作
か
ら
示
唆
を
受
け
た
と
記
し
て
い
る
。
金
が
、
イ
ス
ラ
ー
ム
に
興
味
を
持
っ
た
の

は
、
大
久
保
の
人
柄
に
惹
か
れ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
か
。
ロ
シ
ア
革
命
で
祖
国
を
追
わ
れ
た
イ
ス
ラ
ー
ム
教
徒
で
あ
る
ト
ル
コ
系
の
タ
タ
ー

ル
人
は
各
地
に
離
散
し
た
が
、
そ
の
一
部
は
満
洲
と
朝
鮮
半
島
を
経
て
、
日
本
に
移
住
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
大
久
保
も
、
朝
鮮
に
留
意

し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
よ
う
に
金
孝
敬
は
、
朝
鮮
仏
教
団
か
ら
布
教
者
の
育
成
の
た
め
日
本
に
派
遣
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
学
生
時
代
の
初
期
は
浄
土

教
の
思
想
と
歴
史
に
関
心
を
示
し
て
い
た
。
浄
土
宗
の
機
関
誌
『
浄
土
教
報
』
に
「
朝
鮮
に
於
け
る
弥
陀
信
仰
に
就
て）

28
（

」
な
ど
を
寄
稿
し

て
、
学
問
の
訓
練
を
積
ん
で
い
っ
た
。

　
や
が
て
学
術
的
関
心
は
、
宗
教
民
族
学
に
至
る
。
影
響
を
与
え
た
の
は
、
大
正
大
学
で
講
義
を
持
っ
て
い
た
、
東
京
帝
国
大
学
文
学
部

宗
教
学
宗
教
史
講
座
の
助
教
授
で
、
宗
教
民
族
学
者
の
宇う

野の

圓え
ん

空く
う

（
一
八
八
五
〜
一
九
四
九
）
で
あ
っ
た
。
宇
野
の
助
言
も
あ
り
、
卒
業

論
文
は
朝
鮮
半
島
の
シ
ャ
ー
マ
ン
を
論
じ
た
「
巫
堂
（m

udang

）
考
」
を
書
き
上
げ
た
。
宗
教
学
研
究
室
で
は
、
一
九
三
二
（
昭
和
七
）



一
二
一

宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
と
大
正
大
学
に
つ
い
て
学
問
史
補
遺

年
に
機
関
誌
『
宗
教
学
年
報
』
を
創
刊
し
た
。
第
一
号
に
は
、
学
生
同
士
で
卒
業
論
文
を
講
評
す
る
欄
が
あ
る
。
金
孝
敬
の
卒
業
論
文
は
、

宗
教
学
科
同
期
生
の
福ふ

く

泉い
ず
み

晃こ
う

道ど
う

が）
29
（

担
当
し
た
。
以
後
に
金
は
、
巫ム

ー
堂ダ

ン
に
関
す
る
複
数
の
論
考
を
学
会
誌
に
発
表
し
て
い
る
。

　
宇
野
圓
空
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
寺
院
出
身
で
あ
る
が
、
東
大
で
の
門
下
生
の
一
人
が
、
棚た

な
瀬せ

襄じ
ょ
う

爾じ

（
一
九
一
〇
〜
一
九
六
四
）

で
、
同
じ
本
願
寺
派
の
出
身
で
も
あ
っ
た
。
棚
瀬
の
単
著
『
東
亜
の
民
族
と
宗
教
』
の
中
に
、「
畏
友
金
孝
敬
氏
は
『
支
那
精
神
と
其
の

民
族
性
』（
昭
和
十
五
年
）
な
る
書
の
中
に）

30
（

」
と
記
し
て
い
る
よ
う
に
、
い
わ
ば
宇
野
に
師
事
し
た
同
門
で
親
交
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３
）
単
著
『
支
那
精
神
と
其
の
民
族
性
』

　
金
孝
敬
は
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
に
、
既
出
の
論
文
を
ま
と
め
て
『
支
那
精
神
と
其
の
民
族
性
』
を
刊
行
し
た）

31
（

。
漢
民
族
の
民

俗
と
文
化
に
流
れ
る
精
神
を
解
明
す
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

　
同
書
の
冒
頭
を
飾
る
序
文
は
、
恩
師
の
一
人
で
あ
る
宇
野
圓
空
で
あ
っ
た
。
金
孝
敬
に
よ
る
自
序
に
は
、
複
数
人
に
対
す
る
謝
辞
が
あ

る
。
人
名
は
記
載
順
の
と
お
り
で
、
属
性
は
筆
者
が
補
足
し
た
。

　
①
矢
吹
慶
喜
（
刊
行
当
時
は
故
人
、
大
正
大
学
教
授
、
宗
教
学
、
浄
土
宗
）、
②
宇
野
圓
空
（
東
京
帝
国
大
学
助
教
授
、
大
正
大
学
講
師
、

宗
教
民
族
学
）、
③
池い

け
田だ

清き
よ
し（

内
務
官
僚
、
元
・
警
視
総
監
）、
④
松ま

つ
田だ

貞て
い

次じ

郎ろ
う

（
三
菱
重
役
、
東
京
鋼
機
社
長
）、
⑤
船ふ

な
田だ

一か
ず

雄お

（
三
菱

商
事
常
務
、
会
長
を
経
て
、
三
菱
本
社
）、
⑥
窪
川
旭
丈
（
仏
教
連
合
会
主
事
、
浄
土
宗
増
上
寺
執
事
長
、
留
学
の
正
保
証
人
）、
⑦
服は

っ
部と

り

賢け
ん

成じ
ょ
う（

故
人
、
仏
教
連
合
会
主
事
、
古
義
真
言
宗
）、
⑧
大
島
泰
信
（
大
正
大
学
教
授
、
宗
教
学
、
浄
土
宗
）、
⑨
眞
野
正
順
（
大
正
大

学
教
授
、
宗
教
学
、
浄
土
宗
）、
⑩
加か

藤と
う

章し
ょ
う

一い
ち

（
大
正
大
学
宗
教
学
科
の
三
学
年
先
輩
、
後
に
同
大
教
授
、
新
義
真
言
宗
豊
山
派
）、
⑪

土つ
ち

田だ

勝か
つ

弥や

（
宗
教
学
科
の
同
期
生
。
後
に
聖
語
学
研
究
科
生
、
浄
土
宗
）、
⑫
東あ

ず
ま

慈じ

道ど
う

（
宗
教
学
科
の
一
学
年
後
輩
、
浄
土
宗
）、
⑬
川か

わ

端ば
た

祐ゆ
う

輔す
け

（
宗
教
学
科
の
五
学
年
後
輩
、
浄
土
宗
）、
⑭
谷た

に
口ぐ

ち
英え

い
吉き

ち
（
不
明
）
で
あ
る
。
官
僚
と
経
済
人
が
名
前
を
連
ね
る
の
は
、
朝
鮮
仏

教
団
の
留
学
事
業
を
支
援
し
て
い
た
か
ら
だ
。
池
田
清
は
、
一
九
三
一
年
か
ら
一
九
三
六
年
ま
で
、
朝
鮮
総
督
府
警
務
局
長
を
務
め
た
が
、

朝
鮮
で
の
民
心
安
寧
の
目
的
か
ら
朝
鮮
仏
教
団
の
活
動
に
理
解
を
示
し
た
の
で
あ
る
。



一
二
二

　
単
著
『
支
那
精
神
と
其
の
民
族
性
』
は
、
大
正
大
学
仏
教
学
科
で
学
ん
で
い
た
中
国
人
留
学
生
の
胡
繼
德
（
一
九
四
二
年
卒
業
）
に
よ

り
、
中
国
語
に
翻
訳
さ
れ
る
計
画
が
あ
っ
た
が
実
現
し
な
か
っ
た
。『
中
外
日
報
』
が
、
次
の
よ
う
に
報
道
す
る
。

日
本
を
盟
主
指
導
者
と
す
る
大
東
亜
共
栄
圏
の
確
立
は
世
界
新
秩
序
建
設
の
上
に
輝
か
し
き
使
命
と
し
て
一
歩
一
歩
遂
行
さ
れ
て

ゐ
る
が
こ
れ
に
は
共
栄
圏
各
国
の
諸
民
族
が
相
互
に
充
分
の
理
解
と
認
識
を
深
め
る
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で
あ
り
今
や
東
洋
の
研
究

は
愈
よ
昴
揚
さ
れ
て
ゐ
る
折
柄
金
孝
敬
氏
の
労
作
「
支
那
精
神
と
そ
の
民
族
性
」
は
各
方
面
か
ら
好
評
を
博
し
前
記
の
目
的
に
多
大

の
貢
献
を
な
す
も
の
と
し
て
推
賞
さ
れ
て
ゐ
る
が
今
度
江
蘇
省
無
錫
高
等
師
範
学
校
を
出
て
上
海
の
大
学
に
学
び
目
下
大
正
大
学
に

留
学
し
て
宗
教
学
を
研
究
し
て
ゐ
る
胡
繼
德
氏
は
同
著
を
支
那
語
に
翻
訳
し
故
国
の
知
識
階
級
に
頒
布
し
て
日
本
人
の
観
た
支
那
民

族
性
を
広
く
知
ら
し
め
る
計
画
を
樹
て
て
着
手
、
国
民
政
府
に
対
し
て
も
支
援
方
を
要
請
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
こ
れ
を
聞
い
た

元
警
視
総
監
池
田
清
氏
等
は
日
本
側
に
於
て
も
こ
れ
も
後
援
す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
目
下
工
作
を
進
め
て
ゐ
る
の
で
近
く
右
の
訳
本

出
版
並
に
頒
布
が
実
現
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
ゐ
る）

32
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。

　
そ
も
そ
も
金
孝
敬
は
、
卒
業
論
文
で
朝
鮮
の
民
俗
宗
教
を
論
じ
た
が
、
単
著
で
中
国
を
論
じ
た
の
は
、
日
中
戦
争
の
影
響
に
よ
り
中
国

研
究
が
地
政
学
上
の
需
要
か
ら
高
ま
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
当
時
の
日
本
で
は
、
ア
ジ
ア
関
係
の
図
書
の
刊
行
が
相
次
い
だ
。
本
書
は
、

日
本
の
中
国
占
領
に
際
し
て
、
資
料
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、『
支
那
精
神
と
其
の
民
族
性
』
の
自

序
に
よ
れ
ば
、
続
編
が
予
定
さ
れ
、「
巫
覡
」、「
家
族
生
活
」、「
礼
と
法
」、「
秘
密
結
社
」、「
面
子
」、「
不
死
身
の
生
活
力
」、「
民
族
の

性
質
（
人
類
学
的
生
物
学
的
）」
等
を
収
録
予
定
と
し
た
が
未
完
と
な
っ
た
。

（
４
）
訳
書
の
『
大
聖
弘
法
』
と
『
覚
聖
法
然
』

　
金
孝
敬
は
、
二
冊
の
訳
書
を
手
掛
け
た
。
日
本
仏
教
に
多
大
な
る
影
響
を
与
え
た
、
真
言
宗
宗
祖
の
弘
法
大
師
空
海
及
び
浄
土
宗
宗
祖



一
二
三

宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
と
大
正
大
学
に
つ
い
て
学
問
史
補
遺

の
法
然
に
関
す
る
日
本
語
の
著
述
を
朝
鮮
語
に
翻
訳
し
た
の
で
あ
る
。

　
刊
行
順
に
述
べ
る
と
、
法
然
に
つ
い
て
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
訳
書
『
覚
聖
法
然
』
は
、
法
然
上
人
降
誕
八

百
年
記
念
と
し
て
岩
波
書
店
か
ら
刊
行
さ
れ
た
矢
吹
慶
輝
に
よ
る
『
法
然
上
人
』
を
、
渡わ

た
邊な

べ
海か

い

旭ぎ
ょ
く（

一
八
七
二
〜
一
九
三
三
）
の
勧
め

で
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る）

33
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。
自
序
に
は
、
前
述
の
椎
尾
辨
匡
と
眞
野
正
順
と
と
も
に
、
浄
土
宗
の
関
係
者
で
あ
る
中な

か
村む

ら
辨べ

ん
康こ

う
、
小こ

林ば
や
し

圓え
ん

達た
つ

、
久ひ

さ
松ま

つ
鏆か

ん
瑞ず

い
、
金か

ね
田だ

明み
ょ
う

進し
ん

の
名
前
を
挙
げ
て
い
る
。

　
空
海
に
つ
い
て
、
同
年
九
月
に
刊
行
さ
れ
た
『
大
聖
弘
法
』
は
、
新
義
真
言
宗
豊
山
派
（
現
・
真
言
宗
豊
山
派
）
の
管
長
で
あ
っ
た
富と

み

田た

斅こ
う

純じ
ゅ
ん（

一
八
七
五
〜
一
九
五
五
）
が
、
弘
法
大
師
一
千
百
年
遠
忌
記
念
と
し
て
刊
行
し
た
『
弘
法
大
師
の
偉
徳
』
を
翻
訳
し
た
も
の

で
あ
る）

34
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。
自
序
で
大
正
大
学
学
長
（
第
五
・
八
代
）
の
加か

藤と
う

精せ
い

神し
ん

、
著
者
の
富
田
、
豊
山
派
宗
務
長
の
石い

し
原は

ら
恵え

忍に
ん

（
後
に
第
一
〇
代
学
長
）、

同
派
教
学
部
の
守も

り
山や

ま

聖し
ょ
う

眞し
ん

へ
の
厚
情
を
記
し
て
い
る
。
富
田
の
著
書
を
翻
訳
し
た
直
後
に
、『
東
京
日
日
新
聞
』（
現
・
毎
日
新
聞
）
は
、

金
を
紹
介
し
た
。

今
で
は
殆
ど
社
会
的
に
力
を
失
つ
て
ゐ
る
朝
鮮
の
仏
教
を
復
興
す
る
た
め
、
朝
鮮
語
の
新
大
蔵
経
を
つ
く
ら
う
と
い
ふ
計
画
を
立

て
た
若
い
二
人
の
〔
朝
〕
鮮
人
仏
教
学
徒
が
あ
る
、
大
正
大
学
を
昭
和
七
年
に
卒
業
し
た
金
孝
敬
君
と
許
永
鎬
君
が
そ
れ
で
、
許
君

は
卒
業
後
京
城
の
中
央
仏
教
専
門
学
校
の
学
監
を
つ
と
め
、
今
は
朝
鮮
有
数
の
大
寺
院
慶
尚
南
道
東
莱
の
梵
魚
寺
に
ゐ
る
が
、
同
君

は
高
楠
〔
順
次
郎
〕
博
士
の
『
大
正
新
脩
大
藏
經
』
を
基
礎
と
し
て
約
百
巻
の
朝
鮮
語
の
新
大
蔵
経
の
出
版
を
志
し
、
来
春
そ
の
第

一
巻
を
出
す
こ
と
ゝ
な
り
、
ま
た
金
君
は
大
正
大
学
宗
教
学
研
究
室
に
つ
と
め
、
教
授
で
あ
つ
た
故
渡
辺
海
旭
師
に
励
げ
ま
さ
れ
た

結
果
真
言
宗
豊
山
派
富
田
管
長
の
『
弘
法
大
師
遺
徳
』
を
翻
訳
、
つ
ゞ
い
て
伝
教
、
日
蓮
、
親
鸞
等
の
伝
記
を
翻
訳
中
で
あ
る
、
金

君
は
語
る
。

朝
鮮
の
仏
教
に
も
つ
と
社
会
的
な
生
命
を
吹
き
込
む
必
要
が
あ
る
と
思
ひ
ま
す
の
で
、
微
力
な
が
ら
こ
の
仕
事
を
続
け
て
ゐ
る
次

第
で
す
、
許
君
は
新
ら
し
い
大
蔵
経
の
出
版
を
企
て
ゝ
を
り
ま
す
が
、
朝
鮮
で
は
現
在
高
麗
版
の
大
蔵
経
が
ま
と
ま
つ
て
を
る
ぐ
ら



一
二
四

ゐ
の
も
の
で
す
か
ら
、
そ
の
企
て
は
朝
鮮
仏
教
界
に
寄
与
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
で
せ
う）
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。

　
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
時
点
で
は
、
前
述
の
と
お
り
空
海
及
び
法
然
に
つ
い
て
朝
鮮
語
訳
の
伝
記
が
出
て
い
た
が
、
そ
の
後
は
天
台
宗
宗

祖
の
伝
教
大
師
最
澄
、
日
蓮
宗
宗
祖
の
日
蓮
、
浄
土
真
宗
宗
祖
の
親
鸞
の
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　
先
に
紹
介
し
た
『
覚
聖
法
然
』
の
刊
行
会
は
東
京
芝
の
浄
土
宗
大
本
山
増
上
寺
に
、『
大
聖
弘
法
』
の
刊
行
会
は
東
京
音
羽
の
新
義
真

言
宗
豊
山
派
大
本
山
護
国
寺
に
、
そ
れ
ぞ
れ
置
か
れ
た
。
い
わ
ば
宗
派
を
主
体
と
し
た
事
業
と
な
っ
た
。
そ
う
考
え
る
と
、
計
画
さ
れ
た

最
澄
、
日
蓮
、
親
鸞
の
朝
鮮
語
伝
記
の
刊
行
も
、
各
宗
派
の
企
画
で
あ
っ
た
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
各
派
で
は
、
朝
鮮
半
島
に
向
け
て
祖

師
の
遺
徳
と
教
義
を
浸
透
さ
せ
る
狙
い
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
れ
と
共
に
、
翻
訳
の
原
稿
料
に
よ
り
金
孝
敬
の
研
究
生
活
を
支
援
す
る
た
め
に
、
祖
師
伝
の
翻
訳
が
企
画
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
。

大
正
大
学
の
関
係
者
か
ら
、
日
本
仏
教
の
連
合
組
織
で
あ
る
財
団
法
人
仏
教
連
合
会
を
構
成
す
る
各
宗
派
に
相
談
が
な
さ
れ
、
企
画
が
立

案
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
朝
鮮
語
に
よ
る
祖
師
伝
は
、
続
刊
が
な
か
っ
た
。

　
な
お
、
引
用
し
た
記
事
文
中
の
許ホ

永ヨ
ン

鎬ホ

（
䠞
㡗
䢎
、
一
九
〇
〇
〜
一
九
五
二
）
は
、
大
正
大
学
の
卒
業
後
に
は
、
植
民
地
朝
鮮
の
仏
教

界
で
の
言
論
に
影
響
力
を
持
っ
た
人
物
で
あ
る
。

三　
法
然
上
人
鑽
仰
会

（
１
）
組
織
の
概
要

　
昭
和
前
期
に
浄
土
宗
僧
侶
の
有
志
ら
が
、
仏
教
復
興
の
た
め
法
然
上
人
鑽
仰
会
を
組
織
し
た
。
そ
の
成
立
は
、
複
数
の
僧
侶
の
対
話
か

ら
始
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。
眞
野
正
順
は
、
一
九
三
四
（
昭
和
九
）
年
に
山
梨
県
に
あ
る
山
中
湖
畔
の
山
荘
で
、
大
品
般
若
経
の
注
釈
書

で
あ
る
『
大
智
度
論
』
の
翻
訳
に
専
念
し
て
い
た
。
真
野
の
も
と
を
訪
れ
て
い
た
、
大
東
出
版
社
社
主
の
岩い

わ
野の

眞し
ん

雄ゆ
う

と
仏
教
学
者
の
友と

も
松ま

つ



一
二
五

宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
と
大
正
大
学
に
つ
い
て
学
問
史
補
遺

圓え
ん

諦た
い

と
の
対
話
の
中
で
、
将
来
の
仏
教
復
興
に
つ
い
て
の
実
践
論
が
話
題
に
な
っ
た
こ
と
が
鑽
仰
会
の
萌
芽
で
あ
る
と
、
会
の
主
事
を
務

め
た
佐さ

藤と
う

賢け
ん

順じ
ゅ
んが

記
し
て
い
る）
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同
年
の
秋
以
降
、
関
係
者
は
、
学
界
と
教
界
や
社
会
教
化
に
携
わ
る
重
要
人
物
ら
と
協
議
を
重
ね
、

復
興
運
動
を
行
う
法
然
上
人
鑽
仰
会
の
設
立
準
備
に
奔
走
し
た
。

　
一
九
三
五
年
四
月
一
二
日
に
、
京
都
の
総
本
山
知
恩
院
内
の
華
頂
会
館
に
て
発
会
式
を
挙
行
し
た）

37
（

。
初
代
総
裁
は
、
浄
土
宗
管
長
の
岩い

わ

井い

智ち

海か
い

が
就
任
し
た
が
、
会
の
規
約
よ
れ
ば
、「
ど
な
た
で
も
会
員
に
な
れ
ま
す）
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」
と
し
た
よ
う
に
、
檀
家
制
度
で
は
な
く
会
員
制
度
を

取
っ
た
。
事
務
所
は
東
京
の
増
上
寺
内
の
明
照
会
館
を
拠
点
と
し
た
が
、
浄
土
宗
務
所
（
現
・
浄
土
宗
宗
務
庁
）
の
内
部
組
織
で
は
な
く
、

宗
派
か
ら
独
立
し
た
任
意
団
体
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
簡
便
な
会
の
規
約
は
制
定
さ
れ
て
い
た
が
、
一
九
三
九
年
七
月
ま
で
に
、
詳

細
な
会
則
が
定
め
ら
れ
た）
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。
全
国
各
地
で
支
部
の
設
立
を
奨
励
し
て
、
会
員
数
は
発
足
直
後
に
は
早
く
も
五
千
人
を
突
破
し
て）

40
（

、
一
九
四

五
年
ま
で
に
は
二
万
人
余
と
な
っ
た）

41
（
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一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
五
月
に
創
刊
し
た
雑
誌
『
浄
土
』
は
、
広
く
人
気
を
博
し
た
大
衆
向
け
の
宗
教
雑
誌
で
あ
っ
た
。
宗
門
の

高
僧
や
教
学
者
に
よ
る
法
話
や
講
義
、
信
仰
相
談
欄
は
も
ち
ろ
ん
こ
と
、
仏
教
を
篤
信
す
る
文
化
人
や
学
者
、
著
名
作
家
に
よ
る
連
載
や

随
筆
、
読
者
投
稿
の
俳
句
と
短
歌
な
ど
の
欄
が
充
実
し
た
。

　
眞
野
は
、
会
の
設
立
と
運
営
に
尽
力
し
た
が
、
大
正
大
学
で
教
え
た
学
生
の
一
人
が
金
孝
敬
で
あ
る
。
金
は
設
立
当
初
か
ら
会
本
部
の

事
務
局
に
勤
務
し
た
。
在
職
期
間
中
に
発
行
さ
れ
た
『
浄
土
』
に
は
、
金
の
署
名
記
事
が
な
い
た
め
、
編
集
担
当
で
は
な
く
主
に
事
務
担

当
で
あ
ろ
う
。
一
九
三
八
年
九
月
開
催
の
本
部
で
の
幹
部
会
及
び
一
九
三
九
年
三
月
に
東
京
日
比
谷
公
園
内
の
洋
食
屋
松
本
楼
で
開
か
れ

た
「
第
一
回
浄
土
読
者
の
会
」
で
は
、
本
部
事
務
局
側
と
し
て
金
が
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
見
え
る）
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。

　
金
は
、
一
九
四
〇
（
昭
和
一
五
）
年
三
月
ま
で
勤
務
し
た
が
、
後
任
者
は
、
大
正
大
学
の
宗
教
学
科
出
身
の
一い

ち
瀬の

せ

秀し
ゅ
う

雄ゆ
う

（
一
九
三
四

年
卒
。
後
・
村む

ら
瀬せ

秀
雄
）
で
あ
っ
た
。
以
前
に
一
瀬
は
、
会
の
事
務
局
に
務
め
て
い
た
が
、
日
中
戦
争
の
勃
発
と
と
も
に
従
軍
し
て
、
兵

役
か
ら
の
除
隊
後
に
事
務
局
へ
復
帰
し
た
も
の
で
あ
る
。



一
二
六

（
２
）
東
慈
道
の
こ
と

　
金
孝
敬
が
法
然
上
人
鑽
仰
会
の
本
部
事
務
局
を
退
任
す
る
ま
で
、
同
じ
く
勤
務
し
て
い
た
の
が
東

あ
ず
ま

慈じ

道ど
う

で
あ
る
。
退
職
時
の
『
浄
土
』

の
編
輯
後
記
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

本
部
事
務
所
に
は
年
度
変
り
を
控
え
て
、
多
少
人
事
の
移
動
が
あ
つ
た
。
本
会
創
立
以
来
、
奉
仕
し
て
く
れ
た
東
慈
道
君
と
金
孝

敬
君
が
栄
転
々
出
し
た
。
今
後
と
も
外
部
に
あ
つ
て
従
来
通
り
の
支
援
を
し
て
く
れ
る
。
長
年
の
労
苦
に
対
し
て
、
読
者
諸
賢
と
共

に
深
く
謝
意
を
表
す
る）

43
（

。

　
「
栄
転
々
出
」
と
あ
る
が
、
読
者
を
心
配
さ
せ
な
い
た
め
の
表
現
で
あ
る
。
真
相
は
後
述
す
る
東
の
著
述
が
内
務
省
の
検
閲
で
問
題
と

な
り
、
事
務
局
を
退
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
か
ら
、
親
友
の
金
は
こ
れ
に
同
調
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。

　
東
慈
道
は
、
福
岡
県
出
身
で
、
大
正
大
学
宗
教
学
科
で
の
金
の
一
学
年
下
（
一
九
三
二
年
度
卒
業
）
に
な
る
。『
支
那
精
神
と
其
の
民

族
性
』
の
序
文
に
は
、「
最
后
に
本
書
が
斯
る
体
裁
を
整
へ
世
に
見
ゆ
る
は
、
実
に
全
く
十
有
余
年
行
を
共
に
し
て
来
た
畏
友
同
学
の
東

慈
道
学
兄
の
賜
で
、
銘
じ
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る）

44
（

」
と
あ
る
。
金
孝
敬
の
著
作
の
刊
行
に
際
し
て
は
、
東
の
協
力
と
友
情
が
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

　
東
慈
道
は
、
法
然
上
人
鑽
仰
会
に
勤
務
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
陸
軍
に
応
召
と
な
り
華
南
（
中
国
南
部
）
で
従
軍
し
た
が
、
軍
務
の
最
中

に
マ
ラ
リ
ア
を
発
病
し
た
。
野
戦
病
院
で
の
日
記
の
一
部
は
、
雑
誌
『
浄
土
』
に
掲
載
さ
れ
た）

45
（

。
自
宅
療
養
後
に
除
隊
と
な
り
、
一
九
四

〇
（
昭
和
一
五
）
年
一
月
ま
で
に
、
鑽
仰
会
本
部
に
復
帰
し
た
。『
浄
土
』
で
の
寄
稿
を
も
と
に
、
金
孝
敬
の
著
作
と
同
じ
三
友
社
か
ら
、

同
年
四
月
に
『
病
め
る
兵
の
手
記）

46
（

』
を
出
版
し
た
。
序
文
は
眞
野
正
順
で
あ
っ
た
。
同
書
の
広
告
の
説
明
文
は
、
東
の
立
場
と
手
記
の
内

容
を
活
写
し
て
い
る
。



一
二
七

宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
と
大
正
大
学
に
つ
い
て
学
問
史
補
遺

若
き
宗
教
学
徒
東
氏
が
、
年
老
い
た
母
と
若
き
夫
人
と
い
た
い
け
な
二
児
を
残
し
て
応
召
し
た
の
は
昭
和
十
三
年
の
晩
秋
で
あ
つ

た
。
寺
院
に
住
ま
ぬ
僧
侶
東
氏
の
唯
一
の
苦
悩
は
そ
の
日
か
ら
の
家
族
の
生
活
で
あ
つ
た
と
思
ふ
。
而
し
彼
の
泰
然
綽
々
た
る
態
度

は
平
生
と
何
ら
変
る
所
が
な
か
つ
た
。
／
年
少
苦
難
の
人
生
行
路
は
宗
教
家
と
し
て
の
自
覚
と
相
俟
つ
て
若
き
聖
者
の
風
貌
に
も
似

た
彼
の
人
格
を
礎
き
上
げ
た
の
だ
。
今
や
こ
の
最
高
峻
烈
な
試
練
の
門
出
に
於
て
、
そ
れ
が
遺
憾
な
く
示
さ
れ
た
と
言
ふ
事
が
出
来

よ
う
。
従
軍
年
余
、
遂
に
た
ほ
れ
て
異
境
に
病
む
身
と
な
つ
た
彼
が
病
床
四
十
度
の
高
熱
と
闘
ふ
こ
と
月
余
、
今
更
に
死
と
宗
教
と
、

友
情
と
恩
愛
と
、
常
識
人
と
し
て
の
彼
が
、
死
を
み
つ
め
つ
ゝ
如
何
な
る
常
識
を
絶
し
た
体
験
を
感
得
し
た
で
あ
ら
ふ
か
。
／
言
ひ

う
べ
く
ん
ば
、
こ
れ
は
又
、
若
き
求
道
者
が
歩
ん
だ
人
生
三
十
年
の
記
録
で
あ
り
、
死
へ
の
抗
議
で
あ
る
。
戦
争
と
死
と
恩
愛
を
語

る
今
事
変
が
生
ん
だ
最
高
峰
で
あ
る
。
／
戦
線
銃
後
の
慰
問
書
と
し
て
是
非
お
求
め
を

）
47
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広
告
に
よ
れ
ば
、
東
は
僧
侶
で
あ
っ
た
が
、
寺
院
に
専
従
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。「
常
識
を
絶
し
た
体
験
」
と
あ
る
が
、

本
書
で
東
は
、
日
中
戦
争
の
悲
惨
な
状
況
を
具
体
的
に
描
写
し
た
の
で
あ
る
。
戦
場
で
目
撃
し
た
、
死
へ
の
恐
怖
を
目
前
と
す
る
負
傷
兵

の
悲
痛
を
、
東
は
代
弁
し
た
の
だ
。

　
そ
れ
が
か
え
っ
て
、
言
論
を
統
制
す
る
内
務
省
警
保
局
図
書
課
の
検
閲
で
、
問
題
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
検
閲
の
結
果
、
一

九
四
〇
年
五
月
二
日
付
で
記
述
の
一
部
削
除
の
処
分
が
下
さ
れ
た
。
理
由
は
、「
本
書
ハ
戦
病
兵
ノ
陣
中
手
記
ナ
ル
ガ
、
描
写
極
メ
テ
陰

惨
ニ
シ
テ
、
銃
後
ノ
士
気
ヲ
沮
喪
シ
反
戦
思
想
醸
成
ノ
虞
ア
リ
ト
被
認
ニ
因
リ
、
一
二
六
頁
、
一
二
八
頁
、
一
八
五
頁
、
一
八
六
頁
削

除）
48
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」
と
な
っ
た
。

　
金
孝
敬
が
も
っ
と
も
信
頼
を
置
い
た
日
本
人
の
友
人
が
、
戦
争
の
実
態
を
告
発
し
た
東
慈
道
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
注
目
す
べ
き
点
で
あ

る
。



一
二
八

お
わ
り
に

　
金
孝
敬
の
学
術
遺
産
を
、
ど
の
よ
う
に
継
承
し
て
い
く
べ
き
か
。
日
本
が
進
攻
し
た
中
国
を
語
る
、
植
民
地
朝
鮮
出
身
の
学
者
。
こ
れ

だ
け
で
、
日
本
に
協
力
し
た
「
親
日
派
」
と
断
定
す
る
こ
と
は
、
当
時
の
時
代
状
況
を
無
視
し
た
評
価
と
な
り
、
適
切
で
は
な
い
。
対
日

協
力
と
い
う
単
純
な
図
式
で
は
な
く
、
植
民
地
出
身
者
で
あ
る
が
ゆ
え
の
向
学
心
と
苦
悩
の
結
果
で
あ
る
。

　
金
孝
敬
を
め
ぐ
る
学
問
史
に
お
い
て
、
明
確
に
な
っ
た
二
点
を
指
摘
し
た
い
。

　
第
一
に
、
留
学
制
度
の
活
用
で
あ
る
。
植
民
地
下
の
朝
鮮
半
島
で
は
、
奨
学
金
を
得
て
、
日
本
内
地
で
の
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
は

限
ら
れ
て
い
た
。
金
孝
敬
は
、
祖
国
が
植
民
地
支
配
と
い
う
限
定
さ
れ
た
状
況
で
、
日
本
人
主
導
の
財
団
法
人
朝
鮮
仏
教
団
に
よ
る
留
学

制
度
を
最
大
限
に
利
用
す
る
。
布
教
者
で
は
な
く
学
者
と
な
り
、
日
本
の
学
界
で
精
力
的
に
数
々
の
論
文
を
発
表
し
た
。
当
初
に
金
が
配

属
さ
れ
た
大
正
大
学
で
は
、
他
の
仏
教
系
大
学
と
比
較
す
る
と
宗
教
学
の
講
義
と
教
員
が
充
実
し
て
お
り
、
金
の
学
問
的
関
心
を
醸
成
さ

せ
る
に
は
十
分
な
環
境
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
留
学
生
制
度
は
向
学
心
に
燃
え
た
青
年
を
引
き
付
け
た
よ
う
で
、
例
え
ば
第
五
期
留
学
生

で
京
城
第
二
高
等
普
通
学
校
か
ら
、
曹
洞
宗
系
の
駒
澤
大
学
専
門
部
歴
史
地
理
科
に
学
ん
だ
盧ノ

道ド

陽ヤ
ン

（
⏎
☚
㟧
、
一
九
〇
九
〜
二
〇
〇
四
）

は
、
後
年
に
地
理
学
者
と
な
り
大
韓
地
理
学
会
の
設
立
に
関
与
し
た
。

　
第
二
に
、
研
究
生
活
で
の
金
銭
的
な
支
援
で
あ
る
。
金
孝
敬
は
、
戦
後
の
韓
国
で
は
教
授
に
な
っ
た
が
、
戦
前
の
日
本
で
は
大
学
の
専

任
教
員
で
は
な
か
っ
た
。
当
初
は
布
教
者
と
し
て
期
待
さ
れ
た
が
、
寺
院
活
動
に
従
事
せ
ず
、
学
者
と
し
て
活
動
し
た
。
研
究
を
行
う
た

め
に
は
諸
経
費
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
大
正
大
学
の
教
員
は
、
研
究
に
資
す
る
様
々
な
仕
事
を
提
供
し
て
、
金
の
学
問
生
活
を
支
え
た
。

渡
邊
海
旭
は
矢
吹
慶
輝
が
執
筆
し
た
法
然
伝
の
朝
鮮
語
翻
訳
を
勧
め
て
翻
訳
原
稿
料
が
出
る
仕
組
み
を
作
り
、
大
島
泰
信
は
金
と
の
共
同

研
究
で
文
部
省
か
ら
研
究
費
を
得
て
、
眞
野
正
順
は
設
立
に
関
与
し
た
法
然
上
人
鑽
仰
会
の
本
部
事
務
局
の
仕
事
を
紹
介
し
た
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
金
は
、
大
正
大
学
の
教
員
の
人
脈
か
ら
、
研
究
活
動
が
金
銭
的
に
持
続
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
こ
と
か
ら
、
金
孝
敬
の
学
問
は
、
宗
主
国
日
本
と
植
民
地
朝
鮮
と
の
二
項
関
係
だ
け
で
見
る
べ
き
で
は
な
い
。
学
者
と
し
て
の



一
二
九

宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
と
大
正
大
学
に
つ
い
て
学
問
史
補
遺

（
１
）
全
京
秀
（
㩚
ἓ
㑮
）「
宗
敎
民
族
學
者
金
孝
敬
㦮 

學
問
訓
鍊
ὒ 

帝
國
背
景
」（『
民
俗
學
硏
究
』
第
三
六
號
、
韓
國
：
國
立
民
俗
博
物
館
、
二
〇

一
五
年
五
月
）。
後
述
す
る
『
金
孝
敬
著
作
集
』
第
一
巻
に
再
録
。
日
本
語
訳
は
、
金
廣
植
（
ₖ
ὧ
㔳
）
訳
「
宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
の
学
問
訓

練
と
帝
国
背
景
」（
石
井
正
己
研
究
代
表
者
『
国
際
化
時
代
を
視
野
に
入
れ
た
文
化
と
教
育
に
関
す
る
総
合
的
研
究
』
平
成
二
六
年
度
東
京
学
芸

大
学
大
学
院
連
合
学
校
教
育
学
研
究
科
広
域
科
学
教
科
教
育
学
研
究
経
費
報
告
書
、
東
京
学
芸
大
学
、
二
〇
一
五
年
三
月
）。
同
書
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は

次
の
と
お
り
。http://www.u-gakugei.ac.jp/~graduate/rengou/kyouin/news/data_kouiki_h26/07.pdf

（
２
）
全
京
秀
『
韓
國
人
類
學
百
年
』（
韓
國
：
一
志
社
、
一
九
九
九
年
）。
邦
訳
は
、
全
京
秀
著
、
岡
田
浩
樹
・
陳
大
哲
訳
『
韓
国
人
類
学
の
百
年
』（
風

響
社
、
二
〇
〇
四
年
）。

（
３
）
大
正
大
学
が
保
管
す
る
金
孝
敬
の
学
事
資
料
は
、
二
〇
〇
五
年
度
に
当
時
の
星
野
英
紀
学
長
の
御
高
配
に
よ
り
、
大
学
側
か
ら
全
京
秀
氏
へ
の
提

供
が
実
現
し
た
。

（
４
）
前
掲
、
全
京
秀
「
宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
の
学
問
訓
練
と
帝
国
背
景
」。
金
孝
敬
に
関
す
る
従
前
の
研
究
に
、
崔
吉
城
（
㾲
₎
㎇
）「
金
孝
経マ

マ
㦮
‚
巫

堂
㧊
㯮
‘
硏
究
小
考
」(

『
比
較
民
俗
學
』
第
一
二
號
、
韓
國
：
比
較
民
俗
學
會
、
一
九
九
五
年
五
月)

、
任
東
權
（
㧚
☯
ῢ
）「
金
孝
敬
・
金
永

鍵
論
―
一
九
三
〇
年
代
日
本
㠦
㍲ 

活
躍
䞲
⚦ 

學
者
」（『
韓
國
民
俗
學
』
第
二
八
號
、
韓
國
：
韓
國
民
俗
學
會
、
一
九
九
六
年
一
二
月
）、
崔

発
展
過
程
と
そ
の
学
問
成
果
が
支
配
者
側
の
主
導
で
あ
る
と
は
い
え
、
帝
国
主
義
の
空
間
で
生
き
た
一
人
の
研
究
者
と
し
て
、
真
摯
に
学

問
と
向
き
合
っ
た
こ
と
は
評
価
す
べ
き
で
あ
る
。

　
と
は
い
え
、
金
孝
敬
が
日
本
語
で
書
い
た
論
文
の
行
間
に
は
、
母
語
の
朝
鮮
語
で
は
書
く
こ
と
が
で
き
な
い
民
族
の
苦
難
が
あ
っ
た
の

で
は
な
い
か
。
そ
れ
が
果
た
さ
れ
た
の
が
日
本
の
植
民
地
支
配
か
ら
の
解
放
後
。
独
立
し
た
韓
国
で
、
思
う
存
分
に
学
術
活
動
が
出
来
る

よ
う
に
な
っ
た
か
に
見
え
た
が
、
拉
致
さ
れ
て
行
方
不
明
と
な
り
、
無
念
に
も
そ
の
学
問
が
途
絶
す
る
。

　
か
つ
て
、
大
正
大
学
で
教
育
を
受
け
た
学
者
が
、
北
朝
鮮
に
消
え
た
こ
と
を
忘
却
し
て
は
な
ら
な
い
。

 

（
文
化
庁
宗
務
課
専
門
職
）



一
三
〇

錫
榮
（
㾲
㍳
㡗
）「
金
孝
敬
㦮 「
巫
堂
㠦 

對
䞮
㡂
」」（『
韓
國
巫
俗
學
』
第
二
輯
、
韓
國
：
韓
國
巫
俗
學
會
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
）、
同
「
金
孝

敬
の
「
巫
堂
イ
ズ
ム
」
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」(

『
韓
国
の
民
俗
学
・
日
本
の
民
俗
学
―
二
〇
〇
五
年
度
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
国
際
研
究

集
会
』
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
、
二
〇
〇
六
年
九
月)

が
あ
る
。

（
５
）
金
孝
敬
著
、
全
京
秀
編
『
金
孝
敬
著
作
集
』
全
三
卷
（
韓
國
：
民
俗
苑
、
二
〇
一
七
年
）。
構
成
は
第
一
卷　
著
書
篇
、
第
二
卷　
譯
書
篇
、
第

三
卷　
論
稿
篇
（
一　
朝
鮮
／
二　
日
本
／
三　
中
國
／
四　
南
洋
）。
同
書
は
、
金
が
一
九
二
〇
〜
一
九
四
〇
年
代
に
発
表
し
た
論
著
及
び
論

文
を
集
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
第
二
巻
を
除
き
、
ほ
と
ん
ど
が
日
本
語
で
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
６
）
金
孝
敬
著
作
集
出
版
記
念
學
術
大
會
（
近
代
書
誌
學
會
第
七
回
學
術
大
會
）
は
、
二
〇
一
七
年
六
月
二
七
日
に
、
ソ
ウ
ル
特
別
市
鍾
路
区
仁
寺
洞

の
寬
勳
ク
ラ
ブ
信
永
基
金
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た
。
主
催
は
近
代
書
誌
學
會
、
後
援
は
民
俗
苑
で
あ
る
。
同
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
示
す
る
。

　
　
　
　
第
一
部　
発
表
。
司
会
・
吳
榮
植
（
㡺
㡗
㔳
、『
近
代
書
誌
』
編
輯
委
員
長
）。
①
大
澤
広
嗣
「
金
孝
敬
ὒ 

大
正
大
學
宗
敎
學
硏
究
室
」、
②
金

光
植
（
ₖ
ὖ
㔳
、
東
國
大
學
校
佛
敎
學
術
院
特
任
敎
授
、
佛
敎
學
）「
金
孝
敬
㦮 

佛
敎
㠦 

對
䞲 

ⳝ
Ṗ
㰖
問
題
―
朝
鮮
佛
敎
團
㦮 

在
日
佛
敎
留

學
生
事
例
」、
③
梁
鍾
承
（
㟧
㫛
㔏
、
㌺
Ⲏ
┞
㯮
（Sham

anism

）
博
物
館
館
長
、
民
俗
學
）「
金
孝
敬
㦮 

㌺
Ⲏ
┞
㯮
硏
究
㢖 

學
問
的
傾
向
」、

④
全
京
秀
（
㩚
ἓ
㑮
、
㍲
㤎
（Seoul
）
大
學
校
名
誉
敎
授
、
人
類
學
）「
寫
眞
㦒
⪲ 

⽊
⓪ 

金
孝
敬
先
生
」。

　
　
　
　
第
二
部　
討
論
。
①
金
鍾
瑞
（
ₖ
㫛
㍲
、
㍲
㤎
大
學
校
敎
授
、
宗
敎
學
）、
②
千
鎭
基
（
㻲
㰚
₆
、
國
立
民
俗
博
物
館
長
、
民
俗
學
、
当
日
は

書
面
参
加
）、
③
崔
錫
榮
（
㾲
㍳
㡗
、
國
立
劇
場
公
演
藝
術
博
物
館
長
、
人
類
學
）、
④
黃
仁
奎
（
䢿
㧎
′
、
東
國
大
學
校
敎
授
、
史
學
）。

　
　
　
　
近
代
書
誌
学
會
編
『
近
代
書
誌
』
第
一
五
號
（
韓
國
：
召
命
出
版
、
二
〇
一
七
年
六
月
）
に
、
特
輯
「
金
孝
敬
著
作
集
出
版
記
念
学
術
大
会
」

と
し
て
、
第
一
部
で
の
発
表
内
容
に
基
づ
く
各
論
文
が
掲
載
さ
れ
た
。

　
　
　
　
筆
者
の
報
告
原
稿
及
び
『
近
代
書
誌
』
掲
載
の
拙
論
は
、
李
和
珍
（
㧊
䢪
㰚
）
氏
（
公
益
財
団
法
人
国
際
宗
教
研
究
所
宗
教
情
報
リ
サ
ー
チ
セ

ン
タ
ー
研
究
員
事
務
主
任
）
の
翻
訳
に
よ
る
。
同
日
の
報
告
で
は
、
ソ
ウ
ル
大
に
留
学
し
て
い
た
新
里
喜
宣
氏
（
現
・
長
崎
外
国
語
大
学
外
国
語

学
部
准
教
授
）
に
、
質
疑
応
答
で
助
力
を
頂
い
た
。

（
７
）
前
述
の
記
念
學
術
大
會
の
際
に
、
当
日
参
加
し
た
金
孝
敬
子
息
の
金
用
善
（
ₖ
㣿
㍶
）
氏
と
そ
の
令
夫
人
で
あ
る
金
貞
子
（
ₖ
㩫
㧦
）
氏
に
は
、

金
孝
敬
の
後
輩
と
し
て
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
た
。
そ
の
後
、
御
夫
妻
の
息
女
で
日
本
語
学
者
で
あ
る
金
瑞
瑛
（
ₖ
㍲
㡗
）
氏
が
来
日
し
た
際
に
は
、

二
〇
一
八
年
一
〇
月
七
日
に
大
阪
に
て
聞
取
り
調
査
を
行
っ
た
。



一
三
一

宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
と
大
正
大
学
に
つ
い
て
学
問
史
補
遺

（
８
）
金
孝
敬
の
略
歴
は
、
前
掲
の
全
京
秀
『
韓
国
人
類
学
の
百
年
』（
一
二
四
〜
一
二
七
頁
）、
同
「
宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
の
学
問
訓
練
と
帝
国
背
景
」、

同
「
寫
眞
㦒
⪲ 

⽊
⓪ 

金
孝
敬
先
生
」
を
参
照
し
つ
つ
、
筆
者
が
入
手
し
た
情
報
を
適
宜
に
含
め
た
。

（
９
）
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
國
學
院
大
學
八
十
五
年
史　
史
料
篇
』（
國
學
院
大
學
、
一
九
七
九
年
）、「
一
九
七　
海
外
神
社
奉

仕
者
講
習
会
講
習
科
目
及
講
師
」（
五
九
三
頁
）。
当
該
資
料
は
、
髙
野
裕
基
氏
（
國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
助
教
）
よ
り
教
示
を
頂
い
た
。

ま
た
藤
本
頼
生
氏
（
國
學
院
大
學
神
道
文
化
学
部
准
教
授
）
よ
り
、
全
国
神
職
会
の
機
関
紙
『
皇
国
時
報
』
掲
載
の
当
該
講
習
会
に
関
す
る
記
事

の
提
供
を
受
け
た
。
金
孝
敬
の
氏
名
が
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（
10
）
韓
国
の
「
六
・
二
五
戦
争
拉
北
人
士
家
族
協
議
会
」
が
公
開
す
る
、
金
孝
敬
の
留
守
家
族
が
提
出
し
た
「
失
鄕
私
民
安
否
探
知
申
告
書
」
よ
り
。

http://www.kwafu.org/korean/bbs/download.php?uid=6010&
im

gDate=20060113&
bbs_code=bbsIdx21

（
二
〇
二
〇
年

八
月
一
日
確
認
）。
提
出
時
期
は
未
詳
。

（
11
）〔
朝
鮮
仏
教
社
〕
本
社
調
査
部
「
朝
鮮
半
島
に
於
け
る
内
鮮
仏
教
界
の
大
勢
」（『
朝
鮮
仏
教
』
第
六
五
号
、
京
城
：
朝
鮮
仏
教
社
、
一
九
二
九
年

一
〇
月
）、
四
九
頁
。『
朝
鮮
仏
教
』
は
、
川
瀬
貴
也
氏
（
京
都
府
立
大
学
文
学
部
准
教
授
）
か
ら
情
報
提
供
を
頂
い
た
。

（
12
）
朝
鮮
仏
教
団
に
つ
い
て
は
、
金
淳
碩
（
ₖ
㑲
㍳
）「
朝
鮮
佛
敎
團
研
究
―
一
九
二
〇
―
一
九
三
〇
」（『
韓
國
獨
立
運
動
史
硏
究
』
第
九
號
、
韓
國
：

獨
立
記
念
館
韓
國
獨
立
運
動
史
硏
究
所
、
一
九
九
五
年
一
二
月
）、M

icah Auerback

著
、
洪
恩
美
（
䢣
㦖
⹎
）
譯
「
‚
親
日
佛
敎
‘
歴
史
學

㦮 

再
考
―
朝
鮮
佛
敎
團
ὒ 

一
九
二
〇
年
代
朝
鮮
㠦
㍲
㦮 

僧
侶
結
婚
㠦 

對
䞲 

論
爭
」（『
亞
細
亞
硏
究
』
第
五
一
卷
第
三
號
、
韓
國
：
高
麗
大

學
校
亞
細
亞
問
題
硏
究
所
、
二
〇
〇
八
年
九
月
）、
中
西
直
樹
『
植
民
地
朝
鮮
と
日
本
仏
教
』（
三
人
社
、
二
〇
一
三
年
）
所
収
の
「
第
四
章　
文

化
政
治
と
朝
鮮
仏
教
界
の
動
向
―
朝
鮮
仏
教
団
の
活
動
を
中
心
に
」、
岩
谷
め
ぐ
み
「
植
民
地
時
代
の
雑
誌
『
朝
鮮
佛
教
』
を
め
ぐ
っ
て
―

朝
鮮
総
督
府
と
の
関
係
」（『
立
教
大
学
日
本
文
学
』
第
一
一
一
号
、
立
教
大
学
日
本
文
学
会
、
二
〇
一
四
年
一
月
）、
川
瀬
貴
也
「
植
民
地
朝
鮮

に
お
け
る
宗
教
政
策
と
日
朝
仏
教
―
一
九
二
〇
年
代
か
ら
三
〇
年
代
を
中
心
に
」（『
宗
教
研
究
』
第
八
九
巻
第
二
号
、
特
集
「
国
家
と
宗
教
」、

日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
一
五
年
九
月
）、
孫
知
慧
（
㏦
㰖
䡲
）「
植
民
地
朝
鮮
に
お
け
る
中
村
健
太
郎
と
朝
鮮
仏
教
団
の
活
動
と
そ
の
意
義
」（『
東

ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
第
九
号
、
関
西
大
学
大
学
院
東
ア
ジ
ア
文
化
研
究
科
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
を
参
照
の
こ
と
。

　
　
　
　
朝
鮮
仏
教
団
の
関
係
者
の
写
真
は
、
金
光
植
（
ₖ
ὖ
㔳
）
編
『
韓
國
佛
敎
百
年
―
一
九
〇
〇
―
一
九
九
九
年
』（
韓
國
：
民
族
社
、
二
〇
〇

〇
年
）
に
掲
載
さ
れ
る
。
邦
訳
は
、
金
光
植
編
、
東
ア
ジ
ア
仏
教
運
動
史
研
究
会
訳
『
一
九
〇
〇
―
一
九
九
九　
韓
国
仏
教
一
〇
〇
年
―
朝
鮮
・



一
三
二

韓
国
仏
教
史
図
録
』（
皓
星
社
、
二
〇
一
四
年
）。

（
13
）「
財
団
法
人
朝
鮮
仏
教
団
寄
附
行
為
」（『
朝
鮮
仏
教
』
第
一
四
号
、
一
九
二
五
年
六
月
）、
五
一
頁
。

（
14
）
窪
川
旭
丈
「
所
感
」（『
朝
鮮
仏
教
』
第
八
〇
号
、
一
九
三
一
年
一
月
）、
一
九
頁
。

（
15
）「
布
教
学
生
募
集
要
項
」（『
朝
鮮
仏
教
』
第
三
四
号
、
一
九
二
七
年
二
月
）、〔
ⅳ
〕
頁
。

（
16
）
中
村
健
太
郎
『
朝
鮮
生
活
五
十
年
』（
青
潮
社
、
一
九
六
九
年
）、
九
七
頁
。

（
17
）
無
署
名
「
朝
鮮
仏
教
団
留
学
生
が
僧
籍
編
入
を
忌
避
／
そ
れ
で
は
困
る
と
仏
連
の
抗
議
」（『
中
外
日
報
』
第
八
二
二
〇
号
、
中
外
日
報
社
、
一
九

二
七
年
二
月
五
日
）、
三
頁
。

（
18
）
無
署
名
「
朝
鮮
仏
教
団
彙
報
／
布
教
学
生
派
遣
」（『
朝
鮮
仏
教
』
第
一
四
号
、
一
九
二
五
年
六
月
）、
五
〇
頁
。
無
署
名
「
朝
鮮
仏
教
団
彙
報
／

布
教
学
生
入
学
」（『
朝
鮮
仏
教
』
第
一
五
号
、
一
九
二
五
年
七
月
）、
五
七
頁
。
川
村
五
峰
「
留
学
生
諸
君
と
語
る
―
愉
快
な
東
京
支
部
茶
話
会
」

（『
朝
鮮
仏
教
』
第
一
八
号
、
一
九
二
五
年
一
〇
月
）、
二
一
頁
。

（
19
）
無
署
名
「
朝
鮮
仏
教
団
彙
報
／
布
教
学
生
の
派
遣
」（『
朝
鮮
仏
教
』
第
二
四
号
、
一
九
二
六
年
四
月
）、
五
二
頁
。
無
署
名
「
朝
鮮
仏
教
団
彙
報

／
布
教
学
生
の
派
遣
」（『
朝
鮮
仏
教
』
第
二
五
号
、
一
九
二
六
年
五
月
）、
一
〇
二
頁
。

（
20
）
大
橋
俊
雄
『
浄
土
宗
仏
家
人
名
事
典
―
近
代
篇
』（
東
洋
文
化
出
版
、
一
九
八
一
年
）、
六
三
―
六
四
頁
。
窪
川
和
順
「
窪
川
旭
丈
」（
浄
土
宗

大
辞
典
編
纂
実
行
委
員
会
編
『
新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
浄
土
宗
、
二
〇
一
六
年
）、
三
六
四
頁
。

（
21
）
佐
藤
稠
松
の
履
歴
は
、
鈴
木
千
代
志
「
佐
藤
迷
羊
の
生
年
月
日
・
没
年
月
日
を
め
ぐ
っ
て
」（『
山
形
工
業
高
等
学
校
研
究
紀
要
』
第
一
六
号
、
山

形
県
立
山
形
工
業
高
等
学
校
、
一
九
九
六
年
三
月
）、
八
木
光
昭
「
佐
藤
迷
羊
の
周
辺
」（『
洗
足
論
叢
』
第
二
五
号
、
洗
足
学
園
大
学
・
短
期
大
学
、

一
九
九
六
年
一
二
月
）
を
参
照
し
た
。

（
22
）
無
署
名
「
朝
鮮
教
化
研
究
会
」（『
中
外
日
報
』
第
五
九
五
〇
号
、
一
九
一
九
年
六
月
一
七
日
）、
二
頁
。

（
23
）「
予
が
観
た
る
朝
鮮
民
族　
文
学
博
士　
椎
尾
辨
匡
師
談
」（『
京
城
日
報
』
一
九
二
二
年
八
月
一
三
日
）。
神
戸
大
学
附
属
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
ア
ー

カ
イ
ブ
「
新
聞
記
事
文
庫
」
が
公
開
す
る
当
該
記
事
よ
り
参
照
し
た
。

（
24
）
大
島
泰
信
・
金
孝
敬
「
風
水
信
仰
の
孝
道
に
及
ぼ
せ
る
影
響
」（『
宗
教
学
年
報
』
第
二
・
三
輯
、
大
正
大
学
宗
教
学
会
、
一
九
三
七
年
六
月
）。

（
25
）「
今
春
卒
業
䞶 

日
本
留
學
生
（
下
）
／
奬
學
部
報
㠦 

依
䞲
ộ
」（『
東
亞
日
報
』
第
三
九
九
六
號
、
京
城
：
東
亞
日
報
社
、
一
九
三
二
年
二
月
六
日
）、



一
三
三

宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
と
大
正
大
学
に
つ
い
て
学
問
史
補
遺

七
頁
。

（
26
）
駒
澤
大
学
で
大
久
保
の
授
業
を
受
け
た
同
大
名
誉
教
授
の
山
内
舜
雄
（
一
九
二
〇
〜
二
〇
一
五
）
へ
の
聞
取
り
調
査
に
よ
る
（
二
〇
〇
一
年
六
月

二
〇
日
）。
こ
の
時
の
成
果
の
一
部
は
、
拙
稿
「
昭
和
前
期
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ー
ム
研
究
―
回
教
圏
研
究
所
と
大
久
保
幸
次
」（『
宗
教
研
究
』

第
七
八
巻
第
二
号
、
特
集
「
イ
ス
ラ
ー
ム
と
宗
教
研
究
」、
日
本
宗
教
学
会
、
二
〇
〇
四
年
九
月
）。

（
27
）
金
孝
敬
「
回
教
の
礼
拝
と
仏
教
―
特
に
浄
土
宗
の
礼
拝
に
つ
い
て
」（『
朝
鮮
仏
教
』
第
七
四
号
、
一
九
三
〇
年
七
月
）、
一
三
頁
。

（
28
）
金
孝
敬
「
朝
鮮
に
於
け
る
弥
陀
信
仰
に
就
て　
一
〜
三
」（『
浄
土
教
報
』
第
二
〇
一
六
〜
二
〇
一
八
号
、
浄
土
教
報
社
）、
一
九
三
三
年
一
二
月
三
、

一
〇
、
一
七
日
）。
後
に
、『
朝
鮮
仏
教
』
第
九
六
、
九
七
号
（
一
九
三
四
年
一
〜
二
月
）
再
掲
。
同
稿
の
初
出
が
『
浄
土
教
報
』
で
あ
る
こ
と
は
、

魚
尾
和
瑛
氏
（
大
正
大
学
文
学
部
人
文
学
科
副
手
）
か
ら
情
報
提
供
を
受
け
た
。

（
29
）
福
泉
〔
晃
道
〕「
巫
堂
考　
金
孝
敬
」（『
宗
教
学
年
報
』
第
一
輯
、
大
正
大
学
宗
教
学
会
、
一
九
三
三
年
三
月
）。
福
泉
は
、
卒
業
後
に
、
宗
教
報

道
を
専
門
と
す
る
東
京
の
教
学
新
聞
社
に
勤
務
し
て
、
後
に
山
ノ
井
晃
道
と
な
る
。
大
正
大
学
教
授
を
務
め
た
山
ノ
井
大
治
の
実
父
。
な
お
、『
宗

教
学
年
報
』
の
創
刊
に
際
し
て
、
金
孝
敬
が
編
集
に
尽
力
し
た
。
第
一
輯
の
編
輯
後
記
で
、
市
川
修
誠
が
、「
研
究
室
が
機
関
紙
を
持
つ
と
い
ふ

こ
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の
久
し
い
願
望
で
あ
つ
た
。
…
…
こ
の
溌
溂
た
る
一
巻
を
、
自
分
達
に
於
て
見
る
喜
び
は
、
胸
に
熱
い
感
慨
で
あ
る
…
…
終

わ
り
に
、
編
輯
部
の
金
副
手
、
山
城
、
吉
水
、
永
田
、
杉
本
、
春
日
井
諸
君
の
惜
し
み
な
き
努
力
に
深
謝
し
ま
す
」
と
あ
る
。

（
30
）
棚
瀬
襄
爾
『
東
亜
の
民
族
と
宗
教
』（
河
出
書
房
、
一
九
四
四
年
）、
一
三
四
頁
。

（
31
）
金
孝
敬
著
、
宇
野
圓
空
序
『
支
那
精
神
と
其
の
民
族
性
』（
三
友
社
、
一
九
四
〇
年
）、
自
序
六
頁
。
同
書
の
構
成
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。
序　

文
学
博
士
宇
野
圓
空
／
自
序
／
一　
民
謡
に
現
れ
た
る
予
言
信
仰
と
民
俗
／
二　
匪
と
そ
の
思
想
信
仰
的
因
由
／
三　
支
那
革
命
不
絶
の
思
想
根

拠
／
四　
神
仙
憧
憬
に
現
れ
た
る
支
那
国
民
性
／
五　
支
那
人
の
風
習
と
そ
の
原
因
／
六　
風
水
信
仰
／
七　
民
族
性
の
集
大
成
と
し
て
の
道
教

と
其
特
質
／
八　
民
衆
の
心
性
の
帰
趨
と
道
院
／
九　
支
那
と
モ
ハ
メ
ツ
ト
教
／
一
〇　
儒
教
の
功
罪
及
び
孔
子
の
一
側
面
／
一
一　
日
本
は
道

教
を
如
何
に
消
化
し
た
か
／
一
二　
風
水
信
仰
の
日
本
に
及
ぼ
せ
る
影
響
／
附　
墓
相
小
言
。

（
32
）
無
署
名
「
金
氏
著
〝
支
那
精
神
と
そ
の
民
族
性
〞
を
華
語
に
／
共
栄
圏
内
民
族
の
相
互
研
究
／
日
華
両
国
要
人
ら
完
成
支
援
」（『
中
外
日
報
』
第

一
二
四
四
六
号
、
一
九
四
一
年
二
月
一
八
日
）、
三
頁
。

（
33
）
矢
吹
慶
輝
著
、
金
孝
敬
訳
『
覚
聖
法
然
』（
覚
聖
法
然
刊
行
会
、
一
九
三
四
年
）。
原
著
は
、
矢
吹
慶
輝
『
法
然
上
人
』（
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
）。
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（
34
）
富
田
斅
純
著
、
金
孝
敬
訳
『
大
聖
弘
法
』（
大
聖
弘
法
刊
行
会
、
一
九
三
四
年
）。
原
著
は
、
富
田
斅
純
述
、
守
山
聖
眞
編
『
弘
法
大
師
の
偉
徳
』（
豊

山
派
弘
法
大
師
一
千
百
年
御
遠
忌
事
務
局
、
一
九
三
四
年
）。

（
35
）
無
署
名
「
朝
鮮
の
仏
教
復
興
に
輝
く
・
二
新
星
／
仏
典
の
翻
訳
に
精
進
」（『
東
京
日
日
新
聞
』
第
二
〇
九
四
四
号
、
東
京
日
日
新
聞
発
行
所
（
大

阪
毎
日
新
聞
社
東
京
支
店
）、
一
九
三
四
年
一
一
月
二
四
日
）、
一
一
頁
。
大
正
大
学
宗
教
学
研
究
室
が
所
蔵
す
る
当
時
の
研
究
室
日
誌
に
、
同
日

の
項
に
は
当
該
記
事
が
貼
付
さ
れ
る
。

（
36
）
佐
藤
賢
順
「
法
然
上
人
鑽
仰
会
の
経
過
」（『
浄
土
』
第
一
巻
第
一
号
、
法
然
上
人
鑽
仰
会
、
一
九
三
五
年
五
月
）、
八
〇
頁
。

（
37
）
佐
藤
〔
賢
順
〕「
法
然
上
人
鑚
仰
会
の
其
の
後
の
経
過
」（『
浄
土
』
第
一
巻
第
二
号
、
一
九
三
五
年
六
月
）、
七
八
頁
。

（
38
）「
法
然
上
人
鑚
仰
会
規
約
抜
粋
」（『
浄
土
』
第
一
巻
第
一
号
、
一
九
三
五
年
五
月
）、
七
頁
。

（
39
）
会
則
に
つ
い
て
、「
鑽
仰
運
動
ニ
ユ
ー
ス　
本
会
々
則
成
る　
新
た
な
る
躍
進
へ
」（『
浄
土
』
第
五
巻
第
七
号
、
一
九
三
九
年
七
月
、
五
八
頁
）

か
ら
抜
粋
す
る
。

　
　
　
　
法
然
上
人
鑽
仰
会
会
則
〔
抄
〕

　
　
第
一
章　
名
称
及
事
務
所
／
第
一
条　
本
会
ハ
法
然
上
人
鑽
仰
会
ト
称
ス
／
第
二
条　
本
会
ハ
事
務
所
ヲ
東
京
市
芝
区
芝
公
園
一
五
ノ
四
明
照

会
館
内
ニ
置
キ
、
各
地
ニ
支
部
ヲ
置
ク

　
　
第
二
章　
目
的
及
事
業
／
第
三
条　
本
会
ハ
法
然
上
人
ノ
遺
徳
ヲ
鑽
仰
シ
信
仰
修
養
ニ
資
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス
／
第
四
条　
本
会
ハ
前
条
ノ

目
的
達
成
ノ
為
左
ノ
事
業
ヲ
行
フ
／
一
、
法
然
上
人
鑽
仰
ノ
文
書
及
信
仰
修
養
ニ
関
ス
ル
文
書
ノ
刊
行
頒
布
／
二
、
法
然
上
人
鑽
仰
ノ
月
刊

雑
誌
ノ
刊
行
頒
布
／
三
、
法
然
上
人
鑽
仰
ノ
講
演
会
、
講
話
会
、
座
談
会
等
ノ
開
催
／
四
、
其
他
目
的
達
成
ニ
必
要
ナ
ル
事
項

　
　
第
三
章　
総
裁
及
副
総
裁
／
第
五
条　
本
会
ニ
総
裁
副
総
裁
相
談
役
若
干
人
ヲ
置
ク
／
総
裁
ニ
浄
土
宗
管
長
、
副
総
裁
ニ
四
個
大
本
山
法
主
ヲ

推
戴
ス

　
　
第
四
章　
役
員
及
相
談
役
／
第
六
条　
本
会
ニ
ハ
左
ノ
役
員
ヲ
置
ク
／
一
、
会
長　
一
人
／
一
、
相
談
役　
若
干
人
／
一
、
理
事　
若
干
人
（
内

一
人
ヲ
理
事
長
、
五
人
ヲ
常
務
理
事
ト
ス
）
／
一
、
主
事　
一
人
／
一
、
評
議
員　
若
干
人
／
会
長
ハ
浄
土
宗
執
綱
之
ニ
当
リ
相
談
役
、
理

事
長
、
常
務
理
事
、
理
事
、
主
事
、
評
議
員
ハ
会
長
之
ヲ
指
名
嘱
託
ス

（
40
）
無
署
名
「
編
輯
後
記
」（『
浄
土
』
第
一
巻
第
三
号
、
一
九
三
五
年
七
月
）、
八
〇
頁
。
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宗
教
民
族
学
者
金
孝
敬
と
大
正
大
学
に
つ
い
て
学
問
史
補
遺

（
41
）
無
署
名
「
会
員
倍
加
運
動
に
御
協
力
願
ひ
ま
す
」（『
浄
土
』
第
一
二
巻
第
五
号
、
一
九
四
六
年
一
〇
月
）、
二
頁
。
同
稿
に
よ
れ
ば
、「
昨
年
〔
一

九
四
五
〕
年
の
五
月
二
十
五
日
、
事
務
所
は
遂
に
災
火
に
見
舞
は
れ
、
唯
一
の
経
済
的
基
礎
で
あ
つ
た
二
万
余
の
会
員
名
簿
を
は
じ
め
器
具
も
在

庫
品
も
一
切
烏
有
に
帰
し
て
し
ま
ひ
ま
し
た
」
と
い
う
。
こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
軍
に
よ
る
東
京
大
空
襲
の
被
害
の
た
め
で
あ
り
、
同
日
は
法
然
上
人

鑽
仰
会
の
事
務
所
が
所
在
し
た
増
上
寺
を
は
じ
め
、
東
京
中
心
部
が
大
き
な
被
害
を
受
け
た
。

（
42
）
無
署
名
「
鑽
仰
運
動
ニ
ユ
ー
ス　
今
後
の
時
局
に
応
じ
て
本
会
の
発
展
を
策
す
―
本
部
会
を
開
催
す
」（『
浄
土
』
第
四
巻
第
一
〇
号
、
一
九
三

八
年
一
〇
月
、
五
六
頁
）、
無
署
名
「
信
仰
談
に
華
咲
い
た
第
一
回
「
浄
土
」
読
者
の
会
」（『
浄
土
』
第
五
巻
第
四
号
、
一
九
三
九
年
四
月
、
四

八
頁
。

（
43
）
佐
藤
〔
賢
順
〕「
編
輯
後
記
」（『
浄
土
』
第
六
巻
第
四
号
、
一
九
四
〇
年
四
月
）、
六
四
頁
。

（
44
）
前
掲
、
金
孝
敬
『
支
那
精
神
と
其
の
民
族
性
』、
自
序
五
頁
。

（
45
）
東
慈
道
「
軍
病
院
よ
り
」（『
浄
土
』
第
五
巻
第
七
号
、
一
九
三
九
年
七
月
）、
同
「
野
戦
病
院
日
記
抄
」（『
浄
土
』
第
五
巻
第
一
一
号
〜
第
六
巻

第
二
号
、
全
四
回
、
一
九
三
九
年
一
一
月
〜
一
九
四
〇
年
二
月
）。

（
46
）
東
慈
道
著
、
真
野
正
順
序
『
病
め
る
兵
の
手
記
』（
三
友
社
、
一
九
四
〇
年
）。

（
47
）
広
告
「
東
慈
道
著
、
真
野
正
順
序
『
病
め
る
兵
の
手
記
』
三
友
社
」（『
浄
土
』
第
六
巻
第
四
号
、
一
九
四
〇
年
四
月
）、
一
頁
。

（
48
）「
処
分
要
項
／
病
め
る
兵
の
手
記
」（『
出
版
警
察
報
』
第
一
二
八
号
、
内
務
省
警
保
局
図
書
課
、
一
九
四
〇
年
五
・
六
月
）、
一
〇
八
〜
一
〇
九
頁
。

東
は
、
敗
戦
後
の
一
九
四
六
年
に
法
然
上
人
鑽
仰
会
の
本
部
に
復
帰
し
た
。

（
附
記
）
本
論
の
執
筆
に
際
し
て
は
、
関
係
各
位
に
多
大
な
る
御
理
解
と
御
協
力
を
頂
い
た
。
記
し
て
御
礼
を
申
し
上
げ
る
。
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